
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和5年度（１学年用） 教科　国語  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我
が国の言語文化の担い手としての自覚をもち，
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

現代の国語

配当
時数

（　組：　　　　）

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

国語 現代の国語 2

（　組：　　　　）

5

［知技］

・文，話，文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理解している。
・個別の情報と一般化された情報との関係について理解している。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開など
について叙述を基に的確に捉え，要旨や要点を把握している。

［主］
・進んで対話が持つ双方向のコミュニケーションの意味を理解し，学習課題に
沿って自分の読書経験を振り返り，対話によって「まだ知らない自分」に出会っ
た経験を話し合おうとしている。
・積極的に分かりやすさ，適切さに配慮した表現を理解し，学習課題に沿って相

手の反応を予想して，話の構成や展開を工夫して話そうとしている。
・積極的に手順書の特徴を理解し，学習課題に沿って整理した情報を正確に伝え

られるようにまとめようとしている。

態

現代の国語国語

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付ける
ようにする。

領域
評価規準

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像
したりする力を伸ばし，他者との関わりの中で
伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げた
り深めたりすることができるようにする。

精選　現代の国語　東京書籍

国語

（　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

［知技］
・実社会との関わりを考えるための読書の意義と効用について理解を深めてい
る。

・個別の情報と一般化された情報との関係について理解している。
・実社会との関わりを考えるための読書の意義と効用について理解を深めてい
る。
・引用の仕方や出典の示し方，それらの必要性について理解を深め使っている。
［思判表］

・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開など
について叙述を基に的確に捉え，要旨や要点を把握している。
・「読むこと」において，目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を
相互に関係付けながら，内容や書き手の意図を解釈したり，文章の構成や論理の
展開などについて評価したりするとともに，自分の考えを深めている。

［主］
・積極的に筆者が考えたことを理解し，学習課題に沿って表現に託された意味を

捉え，自己との関係の中で，世界についての考えを深めようとしている。
・積極的に場面の様子を捉え，学習課題に沿って考えの進め方を整理し，本文中
に挙げられている実験から，筆者が推測していることを理解しようとしている。
・比較を通じて粘り強く「東西」の文化の差異への理解を深め，今までの学習を
生かして自分の興味や関心を他者に伝えようとしている。

・進んでテーマを考え，学習課題に沿って発想を広げて整理して，発表する活動
をしようとしている。
・積極的に情報の収集や整理をし，学習課題に沿って伝える相手の理解が得られ
るように，文章の効果的な組み立て方や接続の仕方を意識して，自分の意見を文
章としてまとめ，グループ内で話し合おうとしている。

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに，言語感覚を磨き，我が国の言語文化の担い手としての自覚を
もち，生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

2

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

知

１
学
期

「まだ知らない自分に出会う」

3

7

認識を深める
［知技］
・実社会において理解したり表現したりするために必要な語句

の量を増すとともに，語句や語彙の構造や特色，用法及び表記
の仕方などを理解し，話や文章の中で使うことを通して，語感
を磨き語彙を豊かにする。
・文，話，文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理
解する。

・言葉には，認識や思考を支える働きがあることを理解する。
・常用漢字の読みに慣れ，主な常用漢字を書き，文や文章の中
で使う。
・実社会との関わりを考えるための読書の意義と効用について
理解を深める。

・個別の情報と一般化された情報との関係について理解してい
る。

・実社会との関わりを考えるための読書の意義と効用について
理解を深める。
・引用の仕方や出典の示し方，それらの必要性について理解を
深め使う。

［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，内容や構
成，論理の展開などについて叙述を基に的確に捉え，要旨や要
点を把握する。
・「読むこと」において，目的に応じて，文章や図表などに含

まれている情報を相互に関係付けながら，内容や書き手の意図
を解釈したり，文章の構成や論理の展開などについて評価した
りするとともに，自分の考えを深めている。
・「話すこと・聞くこと」において，目的や場に応じて，実社
会の中から適切な話題を決め，様々な観点から情報を収集，整

理して，伝え合う内容を検討している。
・「話すこと・聞くこと」において，自分の考えが的確に伝わ

るよう，自分の立場や考えを明確にするとともに，相手の反応

を予想して論理の展開を考えるなど，話の構成や展開を工夫し
ている。

・「書くこと」において，目的や意図に応じて，実社会の中か
ら適切な題材を決め，集めた情報の妥当性や信頼性を吟味し
て，伝えたいことを明確にしている。
・「書くこと」において，読み手の理解が得られるよう，論理
の展開，情報の分量や重要度などを考えて，文章の構成や展開

を工夫している。

［主］
・積極的に筆者が考えたことを理解し，学習課題に沿って表現
に託された意味を捉え，自己との関係の中で，世界についての

考えを深めようとしている。
・積極的に場面の様子を捉え，学習課題に沿って考えの進め方
を整理し，本文中に挙げられている実験から，筆者が推測して
いることを理解しようとしている。
・比較を通じて粘り強く「東西」の文化の差異への理解を深

め，今までの学習を生かして自分の興味や関心を他者に伝えよ

うとしている。

・進んでテーマを考え，学習課題に沿って発想を広げて整理し
て，発表する活動をしようとしている。
・積極的に情報の収集や整理をし，学習課題に沿って伝える相
手の理解が得られるように，文章の効果的な組み立て方や接続
の仕方を意識して，自分の意見を文章としてまとめ，グループ
内で話し合おうとしている。

「届く言葉」

「分かりやすい説明をする」

「手順を整理して正確に伝える」

［知技］

・文，話，文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理解している。
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割，表現の特色を踏まえ，正確さ，分かりやす
さ，適切さ，敬意と親しさなどに配慮した表現や言葉遣いについて理解し，使っ

ている。
・実社会において理解したり表現したりするために必要な語句の量を増すととも

に，語句や語彙の構造や特色，用法及び表記の仕方などを理解し，話や文章の中
で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにしている。
・常用漢字の読みに慣れ，主な常用漢字を書き，文や文章の中で使っている。

［思判表］
・「書くこと」において，自分の考えや事柄が的確に伝わるよう，根拠の示し方

や説明の仕方を考えるとともに，文章の種類や，文体，語句などの表現の仕方を

工夫している。

・「書くこと」において，目的や意図に応じて書かれているかなどを確かめて，
文章全体を整えたり，読み手からの助言などを踏まえて，自分の文章の特長や課

題を捉え直したりしている。
［主］
・進んで対話が持つ双方向のコミュニケーションの意味を理解し，学習課題に

沿って自分の読書経験を振り返り，対話によって「まだ知らない自分」に出会っ
た経験を話し合おうとしている。

・積極的に分かりやすさ，適切さに配慮した表現を理解し，学習課題に沿って相
手の反応を予想して，話の構成や展開を工夫して話そうとしている。
・積極的に手順書の特徴を理解し，学習課題に沿って整理した情報を正確に伝え

られるようにまとめようとしている。

［知技］
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割，表現の特色を踏まえ，正確さ，分かりやす
さ，適切さ，敬意と親しさなどに配慮した表現や言葉遣いについて理解し，使っ

ている。

［思判表］
・「話すこと・聞くこと」において，自分の考えが的確に伝わるよう，自分の立
場や考えを明確にするとともに，相手の反応を予想して論理の展開を考えるな

ど，話の構成や展開を工夫している。
・「話すこと・聞くこと」において，話し言葉の特徴を踏まえて話したり，場の
状況に応じて資料や機器を効果的に用いたりするなど，相手の理解が得られるよ

うに表現を工夫している。
［主］

・進んで対話が持つ双方向のコミュニケーションの意味を理解し，学習課題に
沿って自分の読書経験を振り返り，対話によって「まだ知らない自分」に出会っ
た経験を話し合おうとしている。

・積極的に分かりやすさ，適切さに配慮した表現を理解し，学習課題に沿って相
手の反応を予想して，話の構成や展開を工夫して話そうとしている。

・積極的に手順書の特徴を理解し，学習課題に沿って整理した情報を正確に伝え
られるようにまとめようとしている。

自己と他者

［知技］
・実社会において理解したり表現したりするために必要な語句
の量を増すとともに，語句や語彙の構造や特色，用法及び表記
の仕方などを理解し，話や文章の中で使うことを通して，語感
を磨き語彙を豊かにする。

・文，話，文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理
解する。
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割，表現の特色を踏まえ，正
確さ，分かりやすさ，適切さ，敬意と親しさなどに配慮した表
現や言葉遣いについて理解し，使う。

・実社会において理解したり表現したりするために必要な語句
の量を増すとともに，語句や語彙の構造や特色，用法及び表記

の仕方などを理解し，話や文章の中で使うことを通して，語感
を磨き語彙を豊かにする。

・常用漢字の読みに慣れ，主な常用漢字を書き，文や文章の中
で使う。

・文，話，文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理
解する。
・個別の情報と一般化された情報との関係について理解する。

［思判表］

・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，内容や構
成，論理の展開などについて叙述を基に的確に捉え，要旨や要
点を把握する。

・「話すこと・聞くこと」において，自分の考えが的確に伝わ
るよう，自分の立場や考えを明確にするとともに，相手の反応

を予想して論理の展開を考えるなど，話の構成や展開を工夫す
る。

・「話すこと・聞くこと」において，話し言葉の特徴を踏まえ
て話したり，場の状況に応じて資料や機器を効果的に用いたり

するなど，相手の理解が得られるように表現を工夫する。
・「書くこと」において，自分の考えや事柄が的確に伝わるよ
う，根拠の示し方や説明の仕方を考えるとともに，文章の種類

や，文体，語句などの表現の仕方を工夫する。
・「書くこと」において，目的や意図に応じて書かれているか

などを確かめて，文章全体を整えたり，読み手からの助言など
を踏まえて，自分の文章の特長や課題を捉え直す。

［主］
・進んで対話が持つ双方向のコミュニケーションの意味を理解

し，学習課題に沿って自分の読書経験を振り返り，対話によっ
て「まだ知らない自分」に出会った経験を話し合う。
・積極的に分かりやすさ，適切さに配慮した表現を理解し，学

習課題に沿って相手の反応を予想して，話の構成や展開を工夫
して話す。

・積極的に手順書の特徴を理解し，学習課題に沿って整理した

情報を正確に伝えられるようにまとめる。

定期考査

「今ここにある無数の未知」
「不思議な拍手」
「水の東西」

1



○

○

○ ○

○ ○ ○ ○

○

○

○ ○

1

［知技］

・実社会において理解したり表現したりするために必要な語句の量を増すととも
に，語句や語彙の構造や特色，用法及び表記の仕方などを理解し，話や文章の中
で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにしている。
・文，話，文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理解している。

・実社会との関わりを考えるための読書の意義と効用について理解を深めてい
る。
［思判表］

・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開など
について叙述を基に的確に捉え，要旨や要点を把握している。

・「読むこと」において，目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を
相互に関係付けながら，内容や書き手の意図を解釈したり，文章の構成や論理の

展開などについて評価したりするとともに，自分の考えを深めている。
［主］
・粘り強く言葉の意味への理解に努め，学習課題に沿って筆者の主張を踏まえ，

言葉の働きについて自分の考えをまとめようとしている。
・進んでコミュニティでの活動について筆者の考えを読み取り，今までの学習を

生かして人間や社会にとって「豊かさとは何か」について考えを深め，自分の考
えを討論しようとしている。
・粘り強く二種類の「時間の自由」「二つの時間」についての内容や筆者の意図

を解釈し，学習課題に沿って人間の自由と時間について，筆者の主張に対する自
分の考えをまとめようとしている。

・積極的にお薦めの本を挙げ，学習課題に沿って紹介の準備をし，本を紹介する

活動をしようとしている。

・積極的に説明資料の作成に必要な情報を収集，整理し，学習課題に沿って伝え
る相手や目的を意識した説明資料を作成する活動をしようとしている。

１
学
期

２
学
期

定期考査

「言葉は世界を切り分ける」

「まちの豊かさとは何か」
「時間と自由の関係について」

定期考査

4

5

言葉と社会

［知技］
・言葉には，認識や思考を支える働きがあることを理解する。
・常用漢字の読みに慣れ，主な常用漢字を書き，文や文章の中
で使う。

・実社会において理解したり表現したりするために必要な語句
の量を増すとともに，語句や語彙の構造や特色，用法及び表記
の仕方などを理解し，話や文章の中で使うことを通して，語感

を磨き語彙を豊かにする。
・文，話，文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理

解する。
・実社会との関わりを考えるための読書の意義と効用について

理解を深める。
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割，表現の特色を踏まえ，正
確さ，分かりやすさ，適切さ，敬意と親しさなどに配慮した表

現や言葉遣いについて理解し，使う。
・個別の情報と一般化された情報との関係について理解する。

［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，内容や構

成，論理の展開などについて叙述を基に的確に捉え，要旨や要
点を把握する。

・「読むこと」において，目的に応じて，文章や図表などに含

まれている情報を相互に関係付けながら，内容や書き手の意図

を解釈したり，文章の構成や論理の展開などについて評価した
りするとともに，自分の考えを深める。

・「話すこと・聞くこと」において，自分の考えが的確に伝わ
るよう，自分の立場や考えを明確にするとともに，相手の反応
を予想して論理の展開を考えるなど，話の構成や展開を工夫す

る。
・「話すこと・聞くこと」において，話し言葉の特徴を踏まえ

て話したり，場の状況に応じて資料や機器を効果的に用いたり
するなど，相手の理解が得られるように表現を工夫する。
・「書くこと」において，目的や意図に応じて，実社会の中か

ら適切な題材を決め，集めた情報の妥当性や信頼性を吟味し
て，伝えたいことを明確にする。

・「書くこと」において，目的や意図に応じて書かれているか
などを確かめて，文章全体を整えたり，読み手からの助言など
を踏まえて，自分の文章の特長や課題を捉え直す。

［主］

・粘り強く言葉の意味への理解に努め，学習課題に沿って筆者
の主張を踏まえ，言葉の働きについて自分の考えをまとめる。

・進んでコミュニティでの活動について筆者の考えを読み取
り，今までの学習を生かして人間や社会にとって「豊かさとは

何か」について考えを深め，自分の考えを討論する。

・粘り強く二種類の「時間の自由」「二つの時間」についての
内容や筆者の意図を解釈し，学習課題に沿って人間の自由と時

間について，筆者の主張に対する自分の考えをまとめる。
・積極的にお薦めの本を挙げ，学習課題に沿って紹介の準備を
し，本を紹介する活動をする。

・積極的に説明資料の作成に必要な情報を収集，整理し，学習
課題に沿って伝える相手や目的を意識した説明資料を作成する

活動をする。

「本を紹介する」

「調べた情報を説明資料にまとめる」

［知技］
・実社会において理解したり表現したりするために必要な語句の量を増すととも

に，語句や語彙の構造や特色，用法及び表記の仕方などを理解し，話や文章の中
で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにしている。

・文，話，文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理解している。
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割，表現の特色を踏まえ，正確さ，分かりやす
さ，適切さ，敬意と親しさなどに配慮した表現や言葉遣いについて理解し，使っ

ている。
・個別の情報と一般化された情報との関係について理解している。

［思判表］
・「話すこと・聞くこと」において，自分の考えが的確に伝わるよう，自分の立
場や考えを明確にするとともに，相手の反応を予想して論理の展開を考えるな

ど，話の構成や展開を工夫している。
・「話すこと・聞くこと」において，話し言葉の特徴を踏まえて話したり，場の

状況に応じて資料や機器を効果的に用いたりするなど，相手の理解が得られるよ
うに表現を工夫している。

［主］
・粘り強く言葉の意味への理解に努め，学習課題に沿って筆者の主張を踏まえ，
言葉の働きについて自分の考えをまとめようとしている。
・進んでコミュニティでの活動について筆者の考えを読み取り，今までの学習を

生かして人間や社会にとって「豊かさとは何か」について考えを深め，自分の考
えを討論しようとしている。
・粘り強く二種類の「時間の自由」「二つの時間」についての内容や筆者の意図
を解釈し，学習課題に沿って人間の自由と時間について，筆者の主張に対する自
分の考えをまとめようとしている。

・積極的にお薦めの本を挙げ，学習課題に沿って紹介の準備をし，本を紹介する
活動をしようとしている。
・積極的に説明資料の作成に必要な情報を収集，整理し，学習課題に沿って伝え
る相手や目的を意識した説明資料を作成する活動をしようとしている。

［知技］
・常用漢字の読みに慣れ，主な常用漢字を書き，文や文章の中で使っている。
・文，話，文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理解している。

［思判表］
・「書くこと」において，目的や意図に応じて，実社会の中から適切な題材を決
め，集めた情報の妥当性や信頼性を吟味して，伝えたいことを明確にしている。
・「書くこと」において，目的や意図に応じて書かれているかなどを確かめて，
文章全体を整えたり，読み手からの助言などを踏まえて，自分の文章の特長や課

題を捉え直したりしている。
［主］
・粘り強く言葉の意味への理解に努め，学習課題に沿って筆者の主張を踏まえ，
言葉の働きについて自分の考えをまとめようとしている。
・進んでコミュニティでの活動について筆者の考えを読み取り，今までの学習を

生かして人間や社会にとって「豊かさとは何か」について考えを深め，自分の考
えを討論しようとしている。
・粘り強く二種類の「時間の自由」「二つの時間」についての内容や筆者の意図

を解釈し，学習課題に沿って人間の自由と時間について，筆者の主張に対する自
分の考えをまとめようとしている。
・積極的にお薦めの本を挙げ，学習課題に沿って紹介の準備をし，本を紹介する
活動をしようとしている。

・積極的に説明資料の作成に必要な情報を収集，整理し，学習課題に沿って伝え
る相手や目的を意識した説明資料を作成する活動をしようとしている。

4

1

認識を深める
［知技］
・実社会において理解したり表現したりするために必要な語句
の量を増すとともに，語句や語彙の構造や特色，用法及び表記

の仕方などを理解し，話や文章の中で使うことを通して，語感
を磨き語彙を豊かにする。
・文，話，文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理
解する。
・言葉には，認識や思考を支える働きがあることを理解する。

・常用漢字の読みに慣れ，主な常用漢字を書き，文や文章の中
で使う。

・実社会との関わりを考えるための読書の意義と効用について
理解を深める。
・個別の情報と一般化された情報との関係について理解してい
る。

・実社会との関わりを考えるための読書の意義と効用について
理解を深める。
・引用の仕方や出典の示し方，それらの必要性について理解を
深め使う。

［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，内容や構
成，論理の展開などについて叙述を基に的確に捉え，要旨や要
点を把握する。
・「読むこと」において，目的に応じて，文章や図表などに含

まれている情報を相互に関係付けながら，内容や書き手の意図
を解釈したり，文章の構成や論理の展開などについて評価した
りするとともに，自分の考えを深めている。
・「話すこと・聞くこと」において，目的や場に応じて，実社
会の中から適切な話題を決め，様々な観点から情報を収集，整

理して，伝え合う内容を検討している。
・「話すこと・聞くこと」において，自分の考えが的確に伝わ

るよう，自分の立場や考えを明確にするとともに，相手の反応
を予想して論理の展開を考えるなど，話の構成や展開を工夫し
ている。
・「書くこと」において，目的や意図に応じて，実社会の中か
ら適切な題材を決め，集めた情報の妥当性や信頼性を吟味し

て，伝えたいことを明確にしている。
・「書くこと」において，読み手の理解が得られるよう，論理
の展開，情報の分量や重要度などを考えて，文章の構成や展開
を工夫している。

［主］
・積極的に筆者が考えたことを理解し，学習課題に沿って表現
に託された意味を捉え，自己との関係の中で，世界についての
考えを深めようとしている。
・積極的に場面の様子を捉え，学習課題に沿って考えの進め方

を整理し，本文中に挙げられている実験から，筆者が推測して

いることを理解しようとしている。

・比較を通じて粘り強く「東西」の文化の差異への理解を深
め，今までの学習を生かして自分の興味や関心を他者に伝えよ
うとしている。
・進んでテーマを考え，学習課題に沿って発想を広げて整理し
て，発表する活動をしようとしている。

・積極的に情報の収集や整理をし，学習課題に沿って伝える相
手の理解が得られるように，文章の効果的な組み立て方や接続
の仕方を意識して，自分の意見を文章としてまとめ，グループ
内で話し合おうとしている。

「発想を広げて課題を見つける」

「新聞記事ををもとに問いを作り、意見をまとめる」

「新聞記事ををもとに問いを作り、意見をまとめる」

4
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［知技］

・常用漢字の読みに慣れ，主な常用漢字を書き，文や文章の中で使っている。
・引用の仕方や出典の示し方，それらの必要性について理解を深め使っている。

［思判表］
・「書くこと」において，目的や意図に応じて，実社会の中から適切な題材を決
め，集めた情報の妥当性や信頼性を吟味して，伝えたいことを明確にしている。
・「書くこと」において，読み手の理解が得られるよう，論理の展開，情報の分
量や重要度などを考えて，文章の構成や展開を工夫している。

［主］
・積極的に筆者が考えたことを理解し，学習課題に沿って表現に託された意味を
捉え，自己との関係の中で，世界についての考えを深めようとしている。
・積極的に場面の様子を捉え，学習課題に沿って考えの進め方を整理し，本文中
に挙げられている実験から，筆者が推測していることを理解しようとしている。

・比較を通じて粘り強く「東西」の文化の差異への理解を深め，今までの学習を
生かして自分の興味や関心を他者に伝えようとしている。
・進んでテーマを考え，学習課題に沿って発想を広げて整理して，発表する活動
をしようとしている。
・積極的に情報の収集や整理をし，学習課題に沿って伝える相手の理解が得られ

るように，文章の効果的な組み立て方や接続の仕方を意識して，自分の意見を文
章としてまとめ，グループ内で話し合おうとしている。

［知技］
・言葉には，認識や思考を支える働きがあることを理解している。
［思判表］

・「話すこと・聞くこと」において，目的や場に応じて，実社会の中から適切な
話題を決め，様々な観点から情報を収集，整理して，伝え合う内容を検討してい
る。
・「話すこと・聞くこと」において，自分の考えが的確に伝わるよう，自分の立
場や考えを明確にするとともに，相手の反応を予想して論理の展開を考えるな

ど，話の構成や展開を工夫している。
［主］
・積極的に筆者が考えたことを理解し，学習課題に沿って表現に託された意味を
捉え，自己との関係の中で，世界についての考えを深めようとしている。
・積極的に場面の様子を捉え，学習課題に沿って考えの進め方を整理し，本文中

に挙げられている実験から，筆者が推測していることを理解しようとしている。

・比較を通じて粘り強く「東西」の文化の差異への理解を深め，今までの学習を
生かして自分の興味や関心を他者に伝えようとしている。
・進んでテーマを考え，学習課題に沿って発想を広げて整理して，発表する活動
をしようとしている。
・積極的に情報の収集や整理をし，学習課題に沿って伝える相手の理解が得られ

るように，文章の効果的な組み立て方や接続の仕方を意識して，自分の意見を文
章としてまとめ，グループ内で話し合おうとしている。



○ ○ ○ ○

○

○

○ ○

○ ○ ○ ○

○

○ ○
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1

合計

70

定期考査

３
学
期

［知技］

・言葉には，認識や思考を支える働きがあることを理解している。
・文，話，文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理解している。

・情報の妥当性や信頼性の吟味の仕方について理解を深め使っている。
・引用の仕方や出典の示し方，それらの必要性について理解を深め使っている。
情報の妥当性や信頼性の吟味の仕方について理解を深め使っている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開など

について叙述を基に的確に捉え，要旨や要点を把握している。
・「読むこと」において，目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を
相互に関係付けながら，内容や書き手の意図を解釈したり，文章の構成や論理の
展開などについて評価したりするとともに，自分の考えを深めている。
［主］

・積極的に現代の状況に関心を持ち，筆者が述べる内容を理解し，自分の考えを
深め，今までの学習を生かして「自立」という観点から他者と話し合いをしたう
えで，自分の考えをまとめようとしている。
・積極的に「自立」と，その対極である「依存」について筆者の考えを読み取
り，理解を深め，学習課題に沿って実社会における「市場」の評価すべき点と注

意すべき点をまとめようとしている。
・粘り強く筆者の捉える「能力」について理解を深め，今までの学習を生かして
同じテーマの文章を読み比べ，自分の意見を整理しようとしている。

・積極的にテーマに沿った本を探し，学習の見通しをもって異なる主張の文章を
読み比べ，自分の考えが読み手に伝わるように意見文としてまとめようとしてい
る。
・積極的に「企画会議」の進め方に沿って論点を共有し，学習の見通しをもって

提案内容を整理しながら，話し合いの仕方や結論の出し方を工夫しようとしてい
る。

「『無駄』と進化」
「論証してレポートを書く」

［知技］
・文，話，文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理解している。
・実社会との関わりを考えるための読書の意義と効用について理解を深めてい

る。
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割，表現の特色を踏まえ，正確さ，分かりやす

さ，適切さ，敬意と親しさなどに配慮した表現や言葉遣いについて理解し，使っ
ている。

［思判表］
・「書くこと」において，読み手の理解が得られるよう，論理の展開，情報の分
量や重要度などを考えて，文章の構成や展開を工夫している。
・「書くこと」において，自分の考えや事柄が的確に伝わるよう，根拠の示し方

や説明の仕方を考えるとともに，文章の種類や，文体，語句などの表現の仕方を
工夫している。
［主］
・粘り強く筆者が挙げた事例の意味を読み解き，今までの学習を生かして筆者の
意図を正しく理解しながら，自分の考えをまとめようとしている。

・粘り強く筆者が説く人間と人工知能の比較について理解し，今までの学習を生
かして筆者が考える「自分の人生を生きる」行為について読み取り，自分の考え
を深めようとしている。
・積極的に筆者の示す「白」について理解を深め，今までの学習を生かして「新
たな知の基準」に対する自分の考えをまとめようとしている。

・進んでテーマに関することを調べて問いを立て，学習の見通しをもって論点を

整理し，論証を行ってレポートを書く活動をしようとしている。

・進んで分かりやすい発表活動の準備に取り組み，学習課題に沿って聞き手が理
解しやすいように発表を行おうとするとともに，他のグループの発表をしっかり
聞いて理解を深めようとしている。

２
学
期

8

定期考査

世界を広げる
［知技］
・言葉には，認識や思考を支える働きがあることを理解する。

・常用漢字の読みに慣れ，主な常用漢字を書き，文や文章の中
で使う。

・実社会において理解したり表現したりするために必要な語句
の量を増すとともに，語句や語彙の構造や特色，用法及び表記

の仕方などを理解し，話や文章の中で使うことを通して，語感
を磨き語彙を豊かにする。
・文，話，文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理
解する。

・実社会との関わりを考えるための読書の意義と効用について
理解を深める。
・推論の仕方を理解し使う。
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割，表現の特色を踏まえ，正
確さ，分かりやすさ，適切さ，敬意と親しさなどに配慮した表

現や言葉遣いについて理解し，使う。

［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，内容や構
成，論理の展開などについて叙述を基に的確に捉え，要旨や要

点を把握する。

・「読むこと」において，目的に応じて，文章や図表などに含

まれている情報を相互に関係付けながら，内容や書き手の意図
を解釈したり，文章の構成や論理の展開などについて評価した
りするとともに，自分の考えを深める。
・「書くこと」において，読み手の理解が得られるよう，論理
の展開，情報の分量や重要度などを考えて，文章の構成や展開

を工夫する。
・「書くこと」において，自分の考えや事柄が的確に伝わるよ
う，根拠の示し方や説明の仕方を考えるとともに，文章の種類
や，文体，語句などの表現の仕方を工夫する。

［主］
・粘り強く筆者が挙げた事例の意味を読み解き，今までの学習
を生かして筆者の意図を正しく理解しながら，自分の考えをま
とめる。
・粘り強く筆者が説く人間と人工知能の比較について理解し，

今までの学習を生かして筆者が考える「自分の人生を生きる」
行為について読み取り，自分の考えを深める。

・積極的に筆者の示す「白」について理解を深め，今までの学
習を生かして「新たな知の基準」に対する自分の考えをまとめ
る。
・進んでテーマに関することを調べて問いを立て，学習の見通
しをもって論点を整理し，論証を行ってレポートを書く活動を

する。
・進んで分かりやすい発表活動の準備に取り組み，学習課題に
沿って聞き手が理解しやすいように発表を行おうとするととも
に，他のグループの発表をしっかり聞いて理解を深める。

「人工知能はなぜ椅子に座れないのか」
「白」
「探究したことを発信する」

［知技］
・文，話，文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理解している。
・推論の仕方を理解し使っている。
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割，表現の特色を踏まえ，正確さ，分かりやす
さ，適切さ，敬意と親しさなどに配慮した表現や言葉遣いについて理解し，使っ

ている。
［思判表］
・「話すこと・聞くこと」において，論理の展開を予想しながら聞き，話の内容
や構成，論理の展開，表現の仕方を評価するとともに，聞き取った情報を整理し
て自分の考えを広げたり深めたりしている。

・「話すこと・聞くこと」において，論点を共有し，考えを広げたり深めたりし
ながら，話し合いの目的，種類，状況に応じて，表現や進行など話し合いの仕方

や結論の出し方を工夫している。
［主］
・粘り強く筆者が挙げた事例の意味を読み解き，今までの学習を生かして筆者の
意図を正しく理解しながら，自分の考えをまとめようとしている。
・粘り強く筆者が説く人間と人工知能の比較について理解し，今までの学習を生

かして筆者が考える「自分の人生を生きる」行為について読み取り，自分の考え
を深めようとしている。
・積極的に筆者の示す「白」について理解を深め，今までの学習を生かして「新
たな知の基準」に対する自分の考えをまとめようとしている。
・進んでテーマに関することを調べて問いを立て，学習の見通しをもって論点を

整理し，論証を行ってレポートを書く活動をしようとしている。
・進んで分かりやすい発表活動の準備に取り組み，学習課題に沿って聞き手が理
解しやすいように発表を行おうとするとともに，他のグループの発表をしっかり
聞いて理解を深めようとしている。

8

共に生きる

［知技］
・言葉には，認識や思考を支える働きがあることを理解する。

・常用漢字の読みに慣れ，主な常用漢字を書き，文や文章の中
で使う。
・実社会において理解したり表現したりするために必要な語句
の量を増すとともに，語句や語彙の構造や特色，用法及び表記
の仕方などを理解し，話や文章の中で使うことを通して，語感

を磨き語彙を豊かにする。
・文，話，文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理
解する。
・主張と論拠など情報と情報との関係について理解する。
・推論の仕方を理解し使う。

・言葉には，認識や思考を支える働きがあることを理解する。
・情報の妥当性や信頼性の吟味の仕方について理解を深め使
う。
・引用の仕方や出典の示し方，それらの必要性について理解を
深め使う。

情報の妥当性や信頼性の吟味の仕方について理解を深め使う。

［思判表］

・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，内容や構
成，論理の展開などについて叙述を基に的確に捉え，要旨や要
点を把握する。
・「読むこと」において，目的に応じて，文章や図表などに含

まれている情報を相互に関係付けながら，内容や書き手の意図
を解釈したり，文章の構成や論理の展開などについて評価した
りするとともに，自分の考えを深める。
・「書くこと」において，目的や意図に応じて，実社会の中か
ら適切な題材を決め，集めた情報の妥当性や信頼性を吟味し

て，伝えたいことを明確にする。
・「書くこと」において，読み手の理解が得られるよう，論理
の展開，情報の分量や重要度などを考えて，文章の構成や展開
を工夫する。
・「書くこと」において，自分の考えや事柄が的確に伝わるよ

う，根拠の示し方や説明の仕方を考えるとともに，文章の種類
や，文体，語句などの表現の仕方を工夫する。
・「話すこと・聞くこと」において，論理の展開を予想しなが
ら聞き，話の内容や構成，論理の展開，表現の仕方を評価する

とともに，聞き取った情報を整理して自分の考えを広げたり深
めたりする。
・「話すこと・聞くこと」において，論点を共有し，考えを広

げたり深めたりしながら，話し合いの目的，種類，状況に応じ
て，表現や進行など話し合いの仕方や結論の出し方を工夫す
る。

［主］

・積極的に現代の状況に関心を持ち，筆者が述べる内容を理解
し，自分の考えを深め，今までの学習を生かして「自立」とい
う観点から他者と話し合いをしたうえで，自分の考えをまとめ
る。
・積極的に「自立」と，その対極である「依存」について筆者

の考えを読み取り，理解を深め，学習課題に沿って実社会にお
ける「市場」の評価すべき点と注意すべき点をまとめる。
・粘り強く筆者の捉える「能力」について理解を深め，今まで
の学習を生かして同じテーマの文章を読み比べ，自分の意見を
整理する。

・積極的にテーマに沿った本を探し，学習の見通しをもって異
なる主張の文章を読み比べ，自分の考えが読み手に伝わるよう

に意見文としてまとめる。
・積極的に「企画会議」の進め方に沿って論点を共有し，学習

の見通しをもって提案内容を整理しながら，話し合いの仕方や
結論の出し方を工夫する。

「異なる主張の文章を読み比べて自分の意見を書く」

「情報を整理しながら話し合う」

［知技］
・言葉には，認識や思考を支える働きがあることを理解している。
・常用漢字の読みに慣れ，主な常用漢字を書き，文や文章の中で使っている。
・情報の妥当性や信頼性の吟味の仕方について理解を深め使っている。
［思判表］

・「書くこと」において，目的や意図に応じて，実社会の中から適切な題材を決
め，集めた情報の妥当性や信頼性を吟味して，伝えたいことを明確にしている。
・「書くこと」において，読み手の理解が得られるよう，論理の展開，情報の分
量や重要度などを考えて，文章の構成や展開を工夫している。
・「書くこと」において，自分の考えや事柄が的確に伝わるよう，根拠の示し方

や説明の仕方を考えるとともに，文章の種類や，文体，語句などの表現の仕方を
工夫している。

［主］
・積極的に現代の状況に関心を持ち，筆者が述べる内容を理解し，自分の考えを
深め，今までの学習を生かして「自立」という観点から他者と話し合いをしたう
えで，自分の考えをまとめようとしている。
・積極的に「自立」と，その対極である「依存」について筆者の考えを読み取

り，理解を深め，学習課題に沿って実社会における「市場」の評価すべき点と注
意すべき点をまとめようとしている。
・粘り強く筆者の捉える「能力」について理解を深め，今までの学習を生かして
同じテーマの文章を読み比べ，自分の意見を整理しようとしている。
・積極的にテーマに沿った本を探し，学習の見通しをもって異なる主張の文章を

読み比べ，自分の考えが読み手に伝わるように意見文としてまとめようとしてい
る。
・積極的に「企画会議」の進め方に沿って論点を共有し，学習の見通しをもって
提案内容を整理しながら，話し合いの仕方や結論の出し方を工夫しようとしてい
る。

［知技］
・情報の妥当性や信頼性の吟味の仕方について理解を深め使っている。
・引用の仕方や出典の示し方，それらの必要性について理解を深め使っている。

情報の妥当性や信頼性の吟味の仕方について理解を深め使っている。
［思判表］
・「話すこと・聞くこと」において，論理の展開を予想しながら聞き，話の内容

や構成，論理の展開，表現の仕方を評価するとともに，聞き取った情報を整理し
て自分の考えを広げたり深めたりしている。

・「話すこと・聞くこと」において，論点を共有し，考えを広げたり深めたりし
ながら，話し合いの目的，種類，状況に応じて，表現や進行など話し合いの仕方
や結論の出し方を工夫している。

［主］
・積極的に現代の状況に関心を持ち，筆者が述べる内容を理解し，自分の考えを

深め，今までの学習を生かして「自立」という観点から他者と話し合いをしたう
えで，自分の考えをまとめようとしている。
・積極的に「自立」と，その対極である「依存」について筆者の考えを読み取

り，理解を深め，学習課題に沿って実社会における「市場」の評価すべき点と注
意すべき点をまとめようとしている。

・粘り強く筆者の捉える「能力」について理解を深め，今までの学習を生かして
同じテーマの文章を読み比べ，自分の意見を整理しようとしている。

・積極的にテーマに沿った本を探し，学習の見通しをもって異なる主張の文章を
読み比べ，自分の考えが読み手に伝わるように意見文としてまとめようとしてい

る。
・積極的に「企画会議」の進め方に沿って論点を共有し，学習の見通しをもって
提案内容を整理しながら，話し合いの仕方や結論の出し方を工夫しようとしてい

る。

5

4

「真の自立とは」

「自立と市場」
「共鳴し引き出される力」

3



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科　国語  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・

聞 書 読

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

（　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

6

○

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

１
学
期

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像
したりする力を伸ばし，他者との関わりの中で
伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げた
り深めたりすることができるようにする。

1

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに，言語感覚を磨き，我が国の言語文化の担い手としての自覚を
もち，生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

定期考査

領域
評価規準

○

［知技］
・言語文化の特質や我が国の文化と外国の文
化との関係について理解している。
・漢文を読むために必要な文語のきまりや訓
読のきまり，古典特有の表現などについて理
解している。
・古典の言葉と現代の言葉とのつながりにつ
いて理解している。
［思判表］文章の種類を踏まえて，内容や構
成，展開などについて叙述を基に的確に捉え
ている。
［主］進んで漢文の特色や訓読のきまりを理
解し，見通しを持って，古典を学ぶ意味につ
いて考えを持とうとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

［知技］・言語文化に特徴的な語句の量を増
し，それらの文化的背景について理解を深
め，文章の中で使うことを通して，語感を磨
き語彙を豊かにしている。
・古文を読むために必要な文語のきまりや特
有の表現などについて理解している。
［思判表］文章の種類を踏まえて，内容や構
成，展開などについて叙述を基に的確に捉え
ている。
[主]進んで文語のきまりについて理解し，学
習課題に沿って登場人物の心情や説話のおも
しろさを読み取ろうとしている。

知

6

［知技］語句の量を増やし、それらの文化的
背景について理解を深め、文章の中で使うこ
とを通して、語感を磨き語彙を豊かにしてい
る。
［思判表］随筆というジャンルの内容や構
成，展開などについて叙述を基に的確に捉
え、作品や文章に表れているものの見方、感
じ方、考え方を捉え、内容を解釈している
（読）。
［主］進んで筆者のものの見方や感じ方を捉
えて随筆を読み味わい、学習課題に沿って，
恋愛をテーマに詠まれた短歌とそれに対する
筆者の見解を捉えようとしている。

現代文１　随筆
［知技］語句の量を増やし、それらの文化的背景
について理解を深め、文章の中で使うことを通し
て、語感を磨き語彙を豊かにする。
［思判表］随筆というジャンルの内容や構成、展
開などについて叙述を基に的確に捉え、作品や文
章に表れているものの見方、感じ方、考え方を捉
え、内容を解釈する。
［主］進んで筆者のものの見方や感じ方を捉えて
随筆を読み味わい、筆者の見解を捉える。

・随筆（言葉を届ける、耳覚めの季
節）
・国語辞典

・古文入門（説話）
・児のそら寝、用光と白波、絵仏師
良秀、大江山の歌
・古語辞典

漢文１　漢文入門
［知技］
・言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化と
の関係について理解する。
・漢文を読むために必要な文語のきまりや訓読の
きまり，古典特有の表現などについて理解する。
・古典の言葉と現代の言葉とのつながりについて
理解する。
［思判表］文章の種類を踏まえて，内容や構成，
展開などについて叙述を基に的確に捉える。
［主］進んで漢文の特色や訓読のきまりを理解
し，見通しを持って，古典を学ぶ意味について考
えを持つ。

・訓読の基本
・故事成語（矛盾、助長、推敲）
・漢和辞典

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我
が国の言語文化の担い手としての自覚をもち，
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

言語文化

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】 生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

国語 言語文化 3

態

言語文化国語

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付
けるとともに， 我が国の言語文化に対する理解を深めるこ
とができるようにする。

東京書籍「精選言語文化」（言文 702）

国語

4

古文１　古文入門（説話）
［知技］・言語文化に特徴的な語句の量を増し，
それらの文化的背景について理解を深め，文章の
中で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かに
する。
・古文を読むために必要な文語のきまりや特有の
表現などについて理解する。
［思判表］文章の種類を踏まえて，内容や構成，
展開などについて叙述を基に的確に捉える。
［主］進んで文語のきまりについて理解し，学習
課題に沿って登場人物の心情や説話のおもしろさ
を読み取る。

［知技］
・常用漢字の読みに慣れ，主な常用漢字を書
き，文や文章の中で使っている。
・文章の意味は，文脈の中で形成されること
を理解している。
［思判表］
・小説の内容や構成，展開などについて叙述
を基に的確に捉えている。作品の内容や解釈
を踏まえ，自分のものの見方，感じ方，考え
方を深め，言語文化について自分の考えを
もっている。
［主］・進んで描かれている内容についての
見解をまとめ，学習課題に沿って，発表や討
論を通じて得た他の意見も踏まえながら，考
えを深めようとしている。
・古典を元にして作られた作品について理解
を深め，学習課題に沿って，翻案作品と原作
との違いや，翻案作品の創作性について考え
ようとしている。

現代文２　小説１
［知技］
・常用漢字の読みに慣れ，主な常用漢字を書き，
文や文章の中で使う。
・文章の意味は，文脈の中で形成されることを理
解する。
［思判表］
・小説の内容や構成，展開などについて叙述を基
に的確に捉える。作品の内容や解釈を踏まえ，自
分のものの見方，感じ方，考え方を深め，言語文
化について自分の考えをもつ。
［主］・描かれている内容についての見解をまと
め，学習課題に沿って，発表や討論を通じて得た
他の意見も踏まえながら，考えを深める。
・古典を元にして作られた作品について理解を深
め，学習課題に沿って，翻案作品と原作との違い
や，翻案作品の創作性について考える。

・小説１（羅生門、雨漏りの音）
・国語辞典

8



○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

１
学
期

8

古文２　随筆
［知技］・言語文化に特徴的な語句の量を増し，
それらの文化的背景について理解を深め，文章の
中で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かに
する。
・古典を読むために必要な文語のきまりや特有の
表現などについて理解する。
［思判表］・文章の種類を踏まえて内容や構成，
展開などについて叙述を基に的確に捉え，作品や
文章に表れているものの見方，感じ方，考え方を
捉え，内容を解釈する。
・作品の内容や解釈を踏まえ，自分のものの見
方，感じ方，考え方を深め，我が国の言語文化に
ついて自分の考えを持つ。
・作品や文章の成立した背景や他の作品などとの
関係を踏まえ，内容の解釈を深める。
［主］・進んで文語のきまりや古典特有の表現を
理解し，学習課題に沿って作者の考えを的確に捉
える。
・進んで自分のものの見方，感じ方，考え方を深
め，学習課題に沿って，作者のものの見方や感じ
方，考え方を捉えたり，自分と関係づけて考えた
りする。

・随筆（徒然草、方丈記、枕草子）
・古語辞典

［知技］・言語文化の特質や我が国の文化と
外国の文化との関係について理解している。
・訓読のきまりや漢文特有の表現などについ
て理解している。
［思判表］作品や文章に表れているものの見
方，感じ方，考え方を捉え，内容を解釈して
いる。
［主］進んで訓読のきまりを理解し，学習課
題に沿って，話の展開や登場人物の言動を読
み取り，寓話に込められた意図について考え
ようとしている。

・寓話（借虎威、朝三暮四、塞翁
馬）
・漢和辞典

漢文２　寓話
［知技］・言語文化の特質や我が国の文化と外国
の文化との関係について理解する。
・訓読のきまりや漢文特有の表現などについて理
解する。
［思判表］作品や文章に表れているものの見方，
感じ方，考え方を捉え，内容を解釈する。
［主］進んで訓読のきまりを理解し，学習課題に
沿って，話の展開や登場人物の言動を読み取り，
寓話に込められた意図について考える。

5

定期考査

［知技］・言語文化に特徴的な語句の量を増
し，それらの文化的背景について理解を深
め，文章の中で使うことを通して，語感を磨
き語彙を豊かにしている。
・古典を読むために必要な文語のきまりや特
有の表現などについて理解している。
［思判表］・文章の種類を踏まえて内容や構
成，展開などについて叙述を基に的確に捉
え，作品や文章に表れているものの見方，感
じ方，考え方を捉え，内容を解釈している。
・作品の内容や解釈を踏まえ，自分のものの
見方，感じ方，考え方を深め，我が国の言語
文化について自分の考えを持っている。
・作品や文章の成立した背景や他の作品など
との関係を踏まえ，内容の解釈を深めてい
る。
［主］・進んで文語のきまりや古典特有の表
現を理解し，学習課題に沿って作者の考えを
的確に捉えようとしている。
・進んで自分のものの見方，感じ方，考え方
を深め，学習課題に沿って，作者のものの見
方や感じ方，考え方を捉えたり，自分と関係
づけて考えたりしようとしている。

1

古文３　歌物語
［知技］・言語文化に特徴的な語句の量を増し，
それらの文化的背景について理解を深め，文章の
中で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かに
する。
・古典の世界に親しむために，古典を読むために
必要な文語のきまりや訓読のきまり，古典特有の
表現などについて理解する。
［思判表］・文章の種類を踏まえて，内容や構
成，展開などについて叙述を基に的確に捉える。
・作品や文章に表れているものの見方，感じ方，
考え方を捉え，内容を解釈する。
・文章の構成や展開，表現の仕方，表現の特色に
ついて評価する。
［主］進んで歌物語の特徴や表現の仕方について
理解し，学習課題に沿って，各章段に描かれた内
容を的確に捉える。

・歌物語（伊勢物語）
・古語辞典

［知技］・言語文化に特徴的な語句の量を増
し，それらの文化的背景について理解を深
め，文章の中で使うことを通して，語感を磨
き語彙を豊かにしている。
・古典の世界に親しむために，古典を読むた
めに必要な文語のきまりや訓読のきまり，古
典特有の表現などについて理解している。
［思判表］・文章の種類を踏まえて，内容や
構成，展開などについて叙述を基に的確に捉
えている。
・作品や文章に表れているものの見方，感じ
方，考え方を捉え，内容を解釈している。
・文章の構成や展開，表現の仕方，表現の特
色について評価している。
［主］進んで歌物語の特徴や表現の仕方につ
いて理解し，学習課題に沿って，各章段に描
かれた内容を的確に捉えようとしている。

4

5

現代文３　詩歌
［知技］言語文化に特徴的な語句の量を増し，そ
れらの文化的背景について理解を深め，文章の中
で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにす
る。
［思判表］文章の構成や展開，表現の仕方，表現
の特色について評価する。
［主］進んで短歌や俳句の特徴や表現効果を理解
し，学習課題に沿って，それぞれの歌に込められ
た情景や心情を読み取る。

・詩歌（近現代の短歌、俳句、詩）
・国語辞典

２
学
期

［知技］言語文化に特徴的な語句の量を増
し，それらの文化的背景について理解を深
め，文章の中で使うことを通して，語感を磨
き語彙を豊かにしている。
［思判表］文章の構成や展開，表現の仕方，
表現の特色について評価している。
［主］進んで短歌や俳句の特徴や表現効果を
理解し，学習課題に沿って，それぞれの歌に
込められた情景や心情を読み取ろうとしてい
る。



○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

［知技］・我が国の言語文化の特質や我が国
の文化と外国の文化との関係について理解し
ている。
・古典の世界に親しむために，作品や文章の
歴史的・文化的背景などを理解している。
・古典の世界に親しむために，古典を読むた
めに必要な文語のきまりや訓読のきまり，古
典特有の表現などについて理解している。
［思判表］・文章の種類を踏まえて，内容や
構成，展開などについて叙述を基に的確に捉
えている。
・作品や文章に表れているものの見方，感じ
方，考え方を捉え，内容を解釈している。
・文章の構成や展開，表現の仕方，表現の特
色について評価している。
・作品や文章の成立した背景や他の作品など
との関係を踏まえ，内容の解釈を深めてい
る。
・自分の知識や体験の中から適切な題材を決
め，集めた材料のよさや味わいを吟味して，
表現したいことを明確にしている。
・自分の体験や思いが効果的に伝わるよう，
文章の種類，構成，展開や，文体，描写，語
句などの表現の仕方を工夫している。
［主］進んで漢詩の形式ときまりを理解し，
学習課題に沿って，漢詩に描かれた情景や心
情を読み取り，優れた表現に親しもうとして
いる。

4

3

定期考査

古文４　日記
［知技］・言語文化に特徴的な語句の量を増し，
それらの文化的背景について理解を深め，文章の
中で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かに
する。
・古典の世界に親しむために，古典を読むために
必要な文語のきまりや訓読のきまり，古典特有の
表現などについて理解する。
［思判表］・文章の種類を踏まえて，内容や構
成，展開などについて叙述を基に的確に捉える。
・文章の構成や展開，表現の仕方，表現の特色に
ついて評価する。
［主］進んで本文の表現の特色を理解し，学習課
題に沿って，作品に込められた意図を考える。

・日記（土佐日記）
・古語辞典

２
学
期

現代文４　小説２
［知技］・我が国の言語文化に特徴的な語句の量
を増し，それらの文化的背景について理解を深
め，文章の中で使うことを通して，語感を磨き語
彙を豊かにする。
・文章の意味は，文脈の中で形成されることを理
解する。
［思判表］・文章の種類を踏まえて，内容や構
成，展開などについて叙述を基に的確に捉える。
・作品や文章の成立した背景や他の作品などとの
関係を踏まえ，内容の解釈を深める。
・作品の内容や解釈を踏まえ，自分のものの見
方，感じ方，考え方を深め，我が国の言語文化に
ついて自分の考えをもつ。
［主］・進んで本文の内容や構成，展開などを捉
え，学習課題に沿って，主人公の心情の変化と，
富士山や周囲の人々についての描写に注意して，
小説を読み味わう。
・進んで本文に表れているものの見方や感じ方を
捉え，学習課題に沿って，特有の語り口で書かれ
た小説を読み，「鏡」が持つ意味について考えよ
うとする。

・小説２（富岳百景、鏡）
・国語辞典

［知技］・我が国の言語文化に特徴的な語句
の量を増し，それらの文化的背景について理
解を深め，文章の中で使うことを通して，語
感を磨き語彙を豊かにしている。
・文章の意味は，文脈の中で形成されること
を理解している。
［思判表］・文章の種類を踏まえて，内容や
構成，展開などについて叙述を基に的確に捉
えている。
・作品や文章の成立した背景や他の作品など
との関係を踏まえ，内容の解釈を深めてい
る。
・作品の内容や解釈を踏まえ，自分のものの
見方，感じ方，考え方を深め，我が国の言語
文化について自分の考えをもっている。
［主］・進んで本文の内容や構成，展開など
を捉え，学習課題に沿って，主人公の心情の
変化と，富士山や周囲の人々についての描写
に注意して，小説を読み味わおうとしてい
る。
・進んで本文に表れているものの見方や感じ
方を捉え，学習課題に沿って，特有の語り口
で書かれた小説を読み，「鏡」が持つ意味に
ついて考えようとしている。

7

1

［知技］・言語文化に特徴的な語句の量を増
し，それらの文化的背景について理解を深
め，文章の中で使うことを通して，語感を磨
き語彙を豊かにしている。
・古典の世界に親しむために，古典を読むた
めに必要な文語のきまりや訓読のきまり，古
典特有の表現などについて理解している。
［思判表］・文章の種類を踏まえて，内容や
構成，展開などについて叙述を基に的確に捉
えている。
・文章の構成や展開，表現の仕方，表現の特
色について評価している。
［主］進んで本文の表現の特色を理解し，学
習課題に沿って，作品に込められた意図を考
えようとしている。

漢文編３　詩文
［知技］・我が国の言語文化の特質や我が国の文
化と外国の文化との関係について理解する。
・古典の世界に親しむために，作品や文章の歴史
的・文化的背景などを理解する。
・古典の世界に親しむために，古典を読むために
必要な文語のきまりや訓読のきまり，古典特有の
表現などについて理解する。
［思判表］・文章の種類を踏まえて，内容や構
成，展開などについて叙述を基に的確に捉える。
・作品や文章に表れているものの見方，感じ方，
考え方を捉え，内容を解釈する。
・文章の構成や展開，表現の仕方，表現の特色に
ついて評価する。
・作品や文章の成立した背景や他の作品などとの
関係を踏まえ，内容の解釈を深める。
・自分の知識や体験の中から適切な題材を決め，
集めた材料のよさや味わいを吟味して，表現した
いことを明確にする。
・自分の体験や思いが効果的に伝わるよう，文章
の種類，構成，展開や，文体，描写，語句などの
表現の仕方を工夫する。
［主］進んで漢詩の形式ときまりを理解し，学習
課題に沿って，漢詩に描かれた情景や心情を読み
取り，優れた表現に親しむ。

・詩文（絶句、律詩、雑説）
・漢和辞典



○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

○

定期考査

古文６　作り物語
［知技］・古典の世界に親しむために，作品や文
章の歴史的・文化的背景などを理解する。
・古典の世界に親しむために，古典を読むために
必要な文語のきまりや訓読のきまり，古典特有の
表現などについて理解する。
［思判表］・文章の種類を踏まえて，内容や構
成，展開などについて叙述を基に的確に捉える。
・作品や文章に表れているものの見方，感じ方，
考え方を捉え，内容を解釈する。
・作品や文章の成立した背景や他の作品などとの
関係を踏まえ，内容の解釈を深める。
［主］進んで文章の展開や表現の特色を理解し，
学習課題に沿って，作り物語に表れた多様な思い
を的確に捉えようとする。

・作り物語（竹取物語）
・辞書の活用

4

２
学
期

古文５　和歌
［知技］本歌取りや見立てなどの我が国の言語文
化に特徴的な表現の技法とその効果について理解
する。
［思判表］・文章の種類を踏まえて，内容や構
成，展開などについて叙述を基に的確に捉える。
・作品や文章に表れているものの見方，感じ方，
考え方を捉え，内容を解釈する。
・文章の構成や展開，表現の仕方，表現の特色に
ついて評価する。
・自分の体験や思いが効果的に伝わるよう，文章
の種類，構成，展開や，文体，描写，語句などの
表現の仕方を工夫する。
［主］・進んで和歌における表現の特色を理解
し，学習課題に沿って，和歌に表れたものの見
方，感じ方，考え方を読み取ろうとする。
・進んで短歌の構成や語句などの表現の仕方を工
夫し，学習課題に沿って，自分の感じたことや伝
えたいメッセージなどを，古典的技法に倣って効
果的に書こうとする。
・進んで詩歌や楽曲に表れているものの見方，感
じ方，考え方を捉え，学習課題に沿って，さまざ
まな時代の恋の歌を読み比べて，自分のものの見
方，感じ方，考え方を深めようとする。

３
学
期

漢文４　史話
［知技］古典の世界に親しむために，作品や文章
の歴史的・文化的背景などを理解する。
［思判表］・作品や文章に表れているものの見
方，感じ方，考え方を捉え，内容を解釈する。
・作品の内容や解釈を踏まえ，自分のものの見
方，感じ方，考え方を深め，我が国の言語文化に
ついて自分の考えをもつ。
［主］進んで話の展開や登場人物の言動を読み取
り，学習課題に沿って，史話のおもしろさを味わ
おうとする。

5

1

・史話（晏子之御、管鮑之交、臥薪
嘗胆）
・辞書の活用

［知技］古典の世界に親しむために，作品や
文章の歴史的・文化的背景などを理解してい
る。
［思判表］・作品や文章に表れているものの
見方，感じ方，考え方を捉え，内容を解釈し
ている。
・作品の内容や解釈を踏まえ，自分のものの
見方，感じ方，考え方を深め，我が国の言語
文化について自分の考えをもっている。
［主］進んで話の展開や登場人物の言動を読
み取り，学習課題に沿って，史話のおもしろ
さを味わおうとしている。

・古文５（万葉集、古今和歌集、新
古今和歌集）
・短歌を作る
・恋の歌を読み比べる
・辞書の活用

［知技］本歌取りや見立てなどの我が国の言
語文化に特徴的な表現の技法とその効果につ
いて理解している。
［思判表］・文章の種類を踏まえて，内容や
構成，展開などについて叙述を基に的確に捉
えている。
・作品や文章に表れているものの見方，感じ
方，考え方を捉え，内容を解釈している。
・文章の構成や展開，表現の仕方，表現の特
色について評価している。
・自分の体験や思いが効果的に伝わるよう，
文章の種類，構成，展開や，文体，描写，語
句などの表現の仕方を工夫している。
［主］・進んで和歌における表現の特色を理
解し，学習課題に沿って，和歌に表れたもの
の見方，感じ方，考え方を読み取ろうとして
いる。
・進んで短歌の構成や語句などの表現の仕方
を工夫し，学習課題に沿って，自分の感じた
ことや伝えたいメッセージなどを，古典的技
法に倣って効果的に書こうとしている。
・進んで詩歌や楽曲に表れているものの見
方，感じ方，考え方を捉え，学習課題に沿っ
て，さまざまな時代の恋の歌を読み比べて，
自分のものの見方，感じ方，考え方を深めよ
うとしている。

9

［知技］我が国の言語文化の特質や我が国の
文化と外国の文化との関係について理解して
いる。
［思判表］・作品や文章の成立した背景や他
の作品などとの関係を踏まえ，内容の解釈を
深めている。
・作品の内容や解釈を踏まえ，自分のものの
見方，感じ方，考え方を深め，我が国の言語
文化について自分の考えをもっている。
［主］進んで桜に関して書かれた多様な形式
の作品を読み比べ，学習課題に沿って，日本
文化における桜のありようを探ろうとしてい
る。

4

［知技］・古典の世界に親しむために，作品
や文章の歴史的・文化的背景などを理解して
いる。
・古典の世界に親しむために，古典を読むた
めに必要な文語のきまりや訓読のきまり，古
典特有の表現などについて理解している。
［思判表］・文章の種類を踏まえて，内容や
構成，展開などについて叙述を基に的確に捉
えている。
・作品や文章に表れているものの見方，感じ
方，考え方を捉え，内容を解釈している。
・作品や文章の成立した背景や他の作品など
との関係を踏まえ，内容の解釈を深めてい
る。
［主］進んで文章の展開や表現の特色を理解
し，学習課題に沿って，作り物語に表れた多
様な思いを的確に捉えようとしている。

現代文５　桜に関する作品を読み比べる
［知技］我が国の言語文化の特質や我が国の文化
と外国の文化との関係について理解する。
［思判表］・作品や文章の成立した背景や他の作
品などとの関係を踏まえ，内容の解釈を深める。
・作品の内容や解釈を踏まえ，自分のものの見
方，感じ方，考え方を深め，我が国の言語文化に
ついて自分の考えをもつ。
［主］進んで桜に関して書かれた多様な形式の作
品を読み比べ，学習課題に沿って，日本文化にお
ける桜のありようを探ろうとする。

・桜に関する作品を読み比べる
・辞書の活用



○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

古文７　俳諧
［知技］古典の世界に親しむために，古典を読む
ために必要な文語のきまりや訓読のきまり，古典
特有の表現などについて理解する。
［思判表］・文章の種類を踏まえて，内容や構
成，展開などについて叙述を基に的確に捉える。
・作品や文章に表れているものの見方，感じ方，
考え方を捉え，内容を解釈する。
・文章の構成や展開，表現の仕方，表現の特色に
ついて評価する。
・自分の知識や体験の中から適切な題材を決め，
集めた材料のよさや味わいを吟味して，表現した
いことを明確にする。
［主］・進んで文章の構成や展開について理解
し，学習課題に沿って，作品に込められた作者の
思いを読み取ろうとする。
・進んで俳句の翻訳について理解し，学習課題に
沿って，多様な解釈に触れるとともに，自らの解
釈を深めようとする。
・進んで文学碑について理解し，学習課題に沿っ
て，地域の文学碑を調べ，集めた材料を吟味し，
整理しようとする。

・俳諧（奥の細道）
・俳句の翻訳
・文学碑を調べる
・辞書の活用

［知技］・我が国の言語文化の特質や我が国
の文化と外国の文化との関係について理解し
ている。
・時間の経過や地域の文化的特徴などによる
文字や言葉の変化について理解を深め，古典
の言葉と現代の言葉とのつながりについて理
解している。
・我が国の言語文化への理解につながる読書
の意義と効用について理解を深めている。
・古典の世界に親しむために，作品や文章の
歴史的・文化的背景などを理解している。
・言文一致体や和漢混交文など歴史的な文体
の変化について理解を深めている。
［思判表］・作品や文章に表れているものの
見方，感じ方，考え方を捉え，内容を解釈し
ている。
・作品の内容や解釈を踏まえ，自分のものの
見方，感じ方，考え方を深め，我が国の言語
文化について自分の考えを持っている。
・作品や文章の成立した背景や他の作品など
との関係を踏まえ，内容の解釈を深めてい
る。
［主］・進んで古典の言葉と現代の言葉との
つながりについて理解し，学習課題に沿っ
て，筆者の論証の過程を整理したり，古文に
おける擬音語・擬態語を現代語と比較したり
しようとしている。
・進んで歴史的な文体の変化について理解を
深め，学習課題に沿って，実例に即して気づ
いた点や興味・関心を持った点を挙げたり，
日本語の文体の変化について話し合いをした
りしようとしている。

○

・古文の広がり（昔の犬は何と鳴
く、文体の変遷）
・辞書の活用

古文の広がり
［知技］・我が国の言語文化の特質や我が国の文
化と外国の文化との関係について理解する。
・時間の経過や地域の文化的特徴などによる文字
や言葉の変化について理解を深め，古典の言葉と
現代の言葉とのつながりについて理解する。
・我が国の言語文化への理解につながる読書の意
義と効用について理解を深める。
・古典の世界に親しむために，作品や文章の歴史
的・文化的背景などを理解する。
・言文一致体や和漢混交文など歴史的な文体の変
化について理解を深める。
［思判表］・作品や文章に表れているものの見
方，感じ方，考え方を捉え，内容を解釈する。
・作品の内容や解釈を踏まえ，自分のものの見
方，感じ方，考え方を深め，我が国の言語文化に
ついて自分の考えを持つ。
・作品や文章の成立した背景や他の作品などとの
関係を踏まえ，内容の解釈を深める。
［主］・進んで古典の言葉と現代の言葉とのつな
がりについて理解し，学習課題に沿って，筆者の
論証の過程を整理したり，古文における擬音語・
擬態語を現代語と比較したりしようとする。
・進んで歴史的な文体の変化について理解を深
め，学習課題に沿って，実例に即して気づいた点
や興味・関心を持った点を挙げたり，日本語の文
体の変化について話し合いをしたりしようとす
る。

3○○○

３
学
期

［知技］古典の世界に親しむために，古典を
読むために必要な文語のきまりや訓読のきま
り，古典特有の表現などについて理解してい
る。
［思判表］・文章の種類を踏まえて，内容や
構成，展開などについて叙述を基に的確に捉
えている。
・作品や文章に表れているものの見方，感じ
方，考え方を捉え，内容を解釈している。
・文章の構成や展開，表現の仕方，表現の特
色について評価している。
・自分の知識や体験の中から適切な題材を決
め，集めた材料のよさや味わいを吟味して，
表現したいことを明確にしている。
［主］・進んで文章の構成や展開について理
解し，学習課題に沿って，作品に込められた
作者の思いを読み取ろうとしている。
・進んで俳句の翻訳について理解し，学習課
題に沿って，多様な解釈に触れるとともに，
自らの解釈を深めようとしている。
・進んで文学碑について理解し，学習課題に
沿って，地域の文学碑を調べ，集めた材料を
吟味し，整理しようとしている。

5

古文６　軍記物語
［知技］・古典の世界に親しむために，古典を読
むために必要な文語のきまりや訓読のきまり，古
典特有の表現などについて理解する。
・言葉には，文化の継承，発展，創造を支える働
きがあることを理解する。
・我が国の言語文化への理解につながる読書の意
義と効用について理解を深める。
［思判表］・文章の種類を踏まえて，内容や構
成，展開などについて叙述を基に的確に捉える。
・作品や文章に表れているものの見方，感じ方，
考え方を捉え，内容を解釈する。
・文章の構成や展開，表現の仕方，表現の特色に
ついて評価する。
・作品や文章の成立した背景や他の作品などとの
関係を踏まえ，内容の解釈を深める。
［主］・進んで軍記物語特有の表現などについて
理解し，学習課題に沿って，登場人物の描かれ方
を読み取ろうとする。
・進んで『平家物語』を素材とした芸能などを調
べ，学習課題に沿って，受け継がれてきた言語文
化について自分の考えを持とうとする。

・軍記物語（平家物語）
・受け継がれる『平家物語』
・辞書の活用

［知技］・古典の世界に親しむために，古典
を読むために必要な文語のきまりや訓読のき
まり，古典特有の表現などについて理解して
いる。
・言葉には，文化の継承，発展，創造を支え
る働きがあることを理解している。
・我が国の言語文化への理解につながる読書
の意義と効用について理解を深めている。
［思判表］・文章の種類を踏まえて，内容や
構成，展開などについて叙述を基に的確に捉
えている。
・作品や文章に表れているものの見方，感じ
方，考え方を捉え，内容を解釈している。
・文章の構成や展開，表現の仕方，表現の特
色について評価している。
・作品や文章の成立した背景や他の作品など
との関係を踏まえ，内容の解釈を深めてい
る。
［主］・進んで軍記物語特有の表現などにつ
いて理解し，学習課題に沿って，登場人物の
描かれ方を読み取ろうとしている。
・進んで『平家物語』を素材とした芸能など
を調べ，学習課題に沿って，受け継がれてき
た言語文化について自分の考えを持とうとし
ている。

4



○ ○ ○ ○

合計

漢文５　思想
［知技］・我が国の言語文化の特質や我が国の文
化と外国の文化との関係について理解する。
・古典の世界に親しむために，作品や文章の歴史
的・文化的背景などを理解する。
［思判表］・文章の種類を踏まえて，内容や構
成，展開などについて叙述を基に的確に捉える。
・作品や文章に表れているものの見方，感じ方，
考え方を捉え，内容を解釈する。
・作品や文章の成立した背景や他の作品などとの
関係を踏まえ，内容の解釈を深める。
・ 作品の内容や解釈を踏まえ，自分のものの見
方，感じ方，考え方を深め，我が国の言語文化に
ついて自分の考えをもつ。
・自分の知識や体験の中から適切な題材を決め，
集めた材料のよさや味わいを吟味して，表現した
いことを明確にする。
［主］・進んで自分のものの見方，考え方を深
め，学習課題に沿って，『論語』を読んで，孔子
の学問観・人間観・政治観について考えたり，
『論語』の注釈を読んで，自分の考えを伝え合っ
たりしようとする。
・進んで調べて得た情報を的確に整理し，学習課
題に沿って，人物像が伝わる名鑑を作ろうとす
る。
・進んで孟子の比喩表現を多用した論理展開につ
いて理解し，学習課題に沿って，孟子の思想に興
味を持とうとする。

・思想（論語、孟子）
・『論語』の注釈を読む
・「孔子の十哲」名鑑を作る
・辞書の活用

［知技］・我が国の言語文化の特質や我が国
の文化と外国の文化との関係について理解し
ている。
・古典の世界に親しむために，作品や文章の
歴史的・文化的背景などを理解している。
［思判表］・文章の種類を踏まえて，内容や
構成，展開などについて叙述を基に的確に捉
えている。
・作品や文章に表れているものの見方，感じ
方，考え方を捉え，内容を解釈している。
・作品や文章の成立した背景や他の作品など
との関係を踏まえ，内容の解釈を深めてい
る。
・ 作品の内容や解釈を踏まえ，自分のものの
見方，感じ方，考え方を深め，我が国の言語
文化について自分の考えをもっている。
・自分の知識や体験の中から適切な題材を決
め，集めた材料のよさや味わいを吟味して，
表現したいことを明確にしている。
［主］・進んで自分のものの見方，考え方を
深め，学習課題に沿って，『論語』を読ん
で，孔子の学問観・人間観・政治観について
考えたり，『論語』の注釈を読んで，自分の
考えを伝え合ったりしようとしている。
・進んで調べて得た情報を的確に整理し，学
習課題に沿って，人物像が伝わる名鑑を作ろ
うとしている。
・進んで孟子の比喩表現を多用した論理展開
について理解し，学習課題に沿って，孟子の
思想に興味を持とうとしている。

6

３
学
期

定期考査 1
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年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（２学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

［知技］
・言葉には，言葉そのものを認識したり説明したりすることを可能にする働きが
あることを理解している。
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語句の量を増し，

文章の中で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにしている。
・文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理解を深めている。
・新たな考えの構築に資する読書の意義と効用について理解を深めている。
・主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解を深めている。
・情報を重要度や抽象度などによって階層化して整理する方法について理解を深

め使っている。
・推論の仕方について理解を深め使っている。

［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開など
を的確に捉え，論点を明確にしながら要旨を把握している。
・「読むこと」において，文章の構成や論理の展開，表現の仕方について，書き

手の意図との関係において多面的・多角的な視点から評価している。
・「読むこと」において，人間，社会，自然などについて，文章の内容や解釈を

多様な論点や異なる価値観と結び付けて，新たな観点から自分の考えを深めてい
る。
・「読むこと」において，主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判的に検討

し，文章や資料の妥当性や信頼性を吟味して内容を解釈している。

［主］
・粘り強く哲学的視点に立った語句の意味や筆者の思考の筋道をつかみ，今まで
の学習を生かして自己の知識や読書経験と関連付けて，「読書」について自分の

意見をまとめ，発表しようとしている。
・進んで芸術における具体と抽象の関係性や，筆者の論の進め方を捉え，学習課

題に沿って見えないものへと思考を広げる，芸術に対する見方を深めようとして
いる。

・進んで演繹的な推論について理解し，学習課題に沿って広い意味での「論理」
における言葉の関連性や文章構造について捉えようとしている。

8

（　組：　　　　）

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我
が国の言語文化の担い手としての自覚を深め，
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

論理国語

配当
時数

（　組：　　　　）

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

国語 論理国語 2

（　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

態

論理国語国語

領域
評価規準

１
学
期

１　発見への誘い
［知技］
・言葉には，言葉そのものを認識したり説明したりすることを
可能にする働きがあることを理解する。

・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な
語句の量を増し，文章の中で使うことを通して，語感を磨き語
彙を豊かにする。
・文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理解を
深める。

・新たな考えの構築に資する読書の意義と効用について理解を
深める。
・主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解

を深める。
・情報を重要度や抽象度などによって階層化して整理する方法
について理解を深める。
・推論の仕方について理解を深め使う。

［思判表］

・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，内容や構
成，論理の展開などを的確に捉え，論点を明確にしながら要旨
を把握する。

・「読むこと」において，文章の構成や論理の展開，表現の仕
方について，書き手の意図との関係において多面的・多角的な

視点から評価する。
・「読むこと」において，人間，社会，自然などについて，文
章の内容や解釈を多様な論点や異なる価値観と結び付けて，新

たな観点から自分の考えを深める。
・「読むこと」において，主張を支える根拠や結論を導く論拠

を批判的に検討し，文章や資料の妥当性や信頼性を吟味して内
容を解釈する。

［主］

・粘り強く哲学的視点に立った語句の意味や筆者の思考の筋道
をつかみ，今までの学習を生かして自己の知識や読書経験と関
連付けて，「読書」について自分の意見をまとめ，発表しよう

とする。
・進んで芸術における具体と抽象の関係性や，筆者の論の進め

方を捉え，学習課題に沿って見えないものへと思考を広げる，
芸術に対する見方を深めようとする。
・進んで演繹的な推論について理解し，学習課題に沿って広い

意味での「論理」における言葉の関連性や文章構造について捉
えようとする。

１　発見への誘い
「いつもそばには本があった」
「ミロのヴィーナス」
「論理の力を鍛えよう」

「論理とは何か」

その他
　国語辞典、タブレット端末、デジタルコンテンツ等の活用

相手依存の自己規定
質問する力

科学的「発見」とは
要約する力

その他

　国語辞典、タブレット端末、デジタルコンテンツ等の活用

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。論理的，批判的に考える力を伸ばすとともに，
創造的に考える力を養い，他者との関わりの中
で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げ
たり深めたりすることができるようにする。

東京書籍「精選論理国語」（論国702）

国語

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに，言語感覚を磨き，我が国の言語文化の担い手としての自覚を
もち，生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

5

２　言語と認識（読む）
［知技］

・言葉には，言葉そのものを認識したり説明したりすることを
可能にする働きがあることを理解する。
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な

語句の量を増し，文章の中で使うことを通して，語感を磨き語
彙を豊かにする。

・文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理解を
深める。
・主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解
を深める。

・推論の仕方について理解を深め使う。
・情報を重要度や抽象度などによって階層化して整理する方法
について理解を深め使う。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，内容や構

成，論理の展開などを的確に捉え，論点を明確にしながら要旨
を把握する。
・「読むこと」において，文章の構成や論理の展開，表現の仕
方について，書き手の意図との関係において多面的・多角的な

視点から評価する。
・「読むこと」において，設定した題材に関連する複数の文章
や資料を基に，必要な情報を関係付けて自分の考えを広げたり

深めたりする。
・「読むこと」において，人間，社会，自然などについて，文
章の内容や解釈を多様な論点や異なる価値観と結び付けて，新
たな観点から自分の考えを深める。
［主］

・積極的に筆者の意見と具体例の関連性を理解し，学習の見通
しをもって調べた身近な例を整理・分析して自己把握について
の考えをまとめ，他者に伝えようとする。
・粘り強く論理的な思考力と質問する力の関連性を捉え，学習
課題に沿って論理的な文章におけるよりよい質問に対する考え

を深めようとする。
・進んで中心的主張と事例の関係，「問い」と「主張」という
文章の構造を理解し，学習課題に沿って科学的視点に立った，
ものの見方や考え方を培おうとする。
・進んで論理的な文章の構造を理解し，学習課題に沿って，中

心的主張を捉えた要約の方法を理解しようとする。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

［知技］
・言葉には，言葉そのものを認識したり説明したりすることを可能にする働きが

あることを理解している。
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語句の量を増し，
文章の中で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにしている。

・文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理解を深めている。
・主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解を深めている。

・推論の仕方について理解を深め使っている。
・情報を重要度や抽象度などによって階層化して整理する方法について理解を深
め使っている。
［思判表］

・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開など
を的確に捉え，論点を明確にしながら要旨を把握している。
・「読むこと」において，文章の構成や論理の展開，表現の仕方について，書き
手の意図との関係において多面的・多角的な視点から評価している。
・「読むこと」において，設定した題材に関連する複数の文章や資料を基に，必

要な情報を関係付けて自分の考えを広げたり深めたりしている。
・「読むこと」において，人間，社会，自然などについて，文章の内容や解釈を
多様な論点や異なる価値観と結び付けて，新たな観点から自分の考えを深めてい
る。

［主］
・積極的に筆者の意見と具体例の関連性を理解し，学習の見通しをもって調べた
身近な例を整理・分析して自己把握についての考えをまとめ，他者に伝えようと

している。
・粘り強く論理的な思考力と質問する力の関連性を捉え，学習課題に沿って論理
的な文章におけるよりよい質問に対する考えを深めようとしている。
・進んで中心的主張と事例の関係，「問い」と「主張」という文章の構造を理解
し，学習課題に沿って科学的視点に立った，ものの見方や考え方を培おうとして

いる。
・進んで論理的な文章の構造を理解し，学習課題に沿って，中心的主張を捉えた
要約の方法を理解しようとしている。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

知



○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

４　学問のまなざし（書く）
［知技］

・文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理解を
深める。

・文章の種類に基づく効果的な段落の構造や論の形式など，文
章の構成や展開の仕方について理解を深める。
・主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解

を深める。
・情報を重要度や抽象度などによって階層化して整理する方法

について理解を深め使う。
・推論の仕方について理解を深め使う。
・新たな考えの構築に資する読書の意義と効用について理解を

深める。
［思判表］
・「書くこと」において，実社会や学術的な学習の基礎に関す
る事柄について，書き手の立場や論点などの様々な観点から情

報を収集，整理して，目的や意図に応じた適切な題材を決め
る。
・「書くこと」において，多面的・多角的な視点から自分の考
えを見直したり，根拠や論拠の吟味を重ねたりして，主張を明
確にする。

・「書くこと」において，個々の文の表現の仕方や段落の構造
を吟味するなど，文章全体の論理の明晰さを確かめ，自分の主
張が的確に伝わる文章になるよう工夫する。
・「書くこと」において，情報の妥当性や信頼性を吟味しなが
ら，自分の立場や論点を明確にして，主張を支える適切な根拠

をそろえる。
・「書くこと」において，立場の異なる読み手を説得するため
に，批判的に読まれることを想定して，効果的な文章の構成や
論理の展開を工夫する。

［主］

・積極的に仮説を立てて検証する方法を理解し，学習の見通し
をもって情報を収集・整理し，分析することによって仮説の妥

当性を判断し，検証の過程を文章にまとめようとする。
・進んで統計資料に基づく反証の方法を理解し，今までの学習
を生かして説得力のある根拠の示し方や建設的な反論につい

て，考えを深めようとする。

仮説を立てて検証する
地方都市を考える

その他
　国語辞典、タブレット端末、デジタルコンテンツ等の活用

定期考査 2

［知技］

・言葉には，言葉そのものを認識したり説明したりすることを可能にする働きが
あることを理解している。

・主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解を深めている。
・情報を重要度や抽象度などによって階層化して整理する方法について理解を深
め使っている。
［思判表］
・「書くこと」において，実社会や学術的な学習の基礎に関する事柄について，

書き手の立場や論点などの様々な観点から情報を収集，整理して，目的や意図に
応じた適切な題材を決めている。
・「書くこと」において，多面的・多角的な視点から自分の考えを見直したり，
根拠や論拠の吟味を重ねたりして，主張を明確にしている。
・「書くこと」において，個々の文の表現の仕方や段落の構造を吟味するなど，

文章全体の論理の明晰さを確かめ，自分の主張が的確に伝わる文章になるよう工
夫している。
［主］積極的に探究学習における資料の収集・整理の方法を理解し，学習の見通
しをもって収集した資料の論点を整理してテーマを見直し，適切なテーマを設定
しようとしている。
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○ ○ 2

5

［知技］
・文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理解を深めている。

・文章の種類に基づく効果的な段落の構造や論の形式など，文章の構成や展開の
仕方について理解を深めている。

・主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解を深めている。
・情報を重要度や抽象度などによって階層化して整理する方法について理解を深
め使っている。

・推論の仕方について理解を深め使っている。
・新たな考えの構築に資する読書の意義と効用について理解を深めている。

［思判表］
・「書くこと」において，実社会や学術的な学習の基礎に関する事柄について，
書き手の立場や論点などの様々な観点から情報を収集，整理して，目的や意図に

応じた適切な題材を決めている。
・「書くこと」において，多面的・多角的な視点から自分の考えを見直したり，
根拠や論拠の吟味を重ねたりして，主張を明確にしている。
・「書くこと」において，個々の文の表現の仕方や段落の構造を吟味するなど，

文章全体の論理の明晰さを確かめ，自分の主張が的確に伝わる文章になるよう工
夫している。
・「書くこと」において，情報の妥当性や信頼性を吟味しながら，自分の立場や
論点を明確にして，主張を支える適切な根拠をそろえている。
・「書くこと」において，立場の異なる読み手を説得するために，批判的に読ま

れることを想定して，効果的な文章の構成や論理の展開を工夫している。
［主］
・積極的に仮説を立てて検証する方法を理解し，学習の見通しをもって情報を収
集・整理し，分析することによって仮説の妥当性を判断し，検証の過程を文章に
まとめようとしている。

・進んで統計資料に基づく反証の方法を理解し，今までの学習を生かして説得力
のある根拠の示し方や建設的な反論について，考えを深めようとしている。
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8

資料を整理し，テーマを吟味する

探究学習へのアプローチ

その他
　国語辞典、タブレット端末、デジタルコンテンツ等の活用

［知技］
・言葉には，言葉そのものを認識したり説明したりすることを可能にする働きが
あることを理解している。
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語句の量を増し，
文章の中で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにしている。

・文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理解を深めている。
・主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解を深めている。
・推論の仕方について理解を深め使っている。

［思判表］

・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開など
を的確に捉え，論点を明確にしながら要旨を把握している。

・「読むこと」において，関連する文章や資料を基に，書き手の立場や目的を考
えながら，内容の解釈を深めている。
・「読むこと」において，設定した題材に関連する複数の文章や資料を基に，必
要な情報を関係付けて自分の考えを広げたり深めたりしている。

・「読むこと」において，文章の構成や論理の展開，表現の仕方について，書き
手の意図との関係において多面的・多角的な視点から評価している。
・「読むこと」において，主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判的に検討
し，文章や資料の妥当性や信頼性を吟味して内容を解釈している。

［主］
・進んで本文中の複数の問いと具体例の配置に着目しながら，筆者独自の造語に
基づく主張を読み取り，今までの学習を生かして「分人」という観点から自分と
その人間関係について考えを深めようとしている。
・粘り強く論理的な文章の接続関係と接続表現の理解を深め，今までの学習を生

かして接続関係を捉えようとしている。
・粘り強く筆者の論じる社会の変化と人間関係の分析を理解し，学習課題に沿っ
て人間関係を論じる二つの文章の共通点・相違点を考察して，人間関係の在り方
について自分の考えを深めようとしている。

［知技］

・言葉には，言葉そのものを認識したり説明したりすることを可能にする働きが
あることを理解している。
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語句の量を増し，

文章の中で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにしている。
・文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理解を深めている。

［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開など

を的確に捉え，論点を明確にしながら要旨を把握している。
・「読むこと」において，人間，社会，自然などについて，文章の内容や解釈を

多様な論点や異なる価値観と結び付けて，新たな観点から自分の考えを深めてい
る。
・「読むこと」において，設定した題材に関連する複数の文章や資料を基に，必

要な情報を関係付けて自分の考えを広げたり深めたりしている。
［主］

・積極的にベックとルーマンの各記述から中心的主張を捉えて要約し，学習課題
に沿って現代における「リスク」について具体的に考え，話し合おうとしてい
る。

・粘り強く哲学的視点に立った「環境」に対する筆者の主張を理解し，今までの
学習を生かして持続可能な社会環境の実現に向けた具体的な取り組みについて考

え，話し合おうとしている。

定期考査

３　人間を見つめる
［知技］
・言葉には，言葉そのものを認識したり説明したりすることを
可能にする働きがあることを理解する。
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な

語句の量を増し，文章の中で使うことを通して，語感を磨き語
彙を豊かにする。
・文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理解を
深める。
・主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解

を深める。
・推論の仕方について理解を深め使う。

［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，内容や構
成，論理の展開などを的確に捉え，論点を明確にしながら要旨
を把握する。

・「読むこと」において，関連する文章や資料を基に，書き手
の立場や目的を考えながら，内容の解釈を深める。
・「読むこと」において，設定した題材に関連する複数の文章
や資料を基に，必要な情報を関係付けて自分の考えを広げたり
深めたりする。

・「読むこと」において，文章の構成や論理の展開，表現の仕
方について，書き手の意図との関係において多面的・多角的な
視点から評価する。
・「読むこと」において，主張を支える根拠や結論を導く論拠
を批判的に検討し，文章や資料の妥当性や信頼性を吟味して内

容を解釈する。
［主］
・進んで本文中の複数の問いと具体例の配置に着目しながら，
筆者独自の造語に基づく主張を読み取り，今までの学習を生か

して「分人」という観点から自分とその人間関係について考え
を深めようとする。

・粘り強く論理的な文章の接続関係と接続表現の理解を深め，
今までの学習を生かして接続関係を捉えようとする。
・粘り強く筆者の論じる社会の変化と人間関係の分析を理解

し，学習課題に沿って人間関係を論じる二つの文章の共通点・
相違点を考察して，人間関係の在り方について自分の考えを深

めようとする。

「分人とは何か」
「つなげる力」
「メディアの変容」

その他
　国語辞典、タブレット端末、デジタルコンテンツ等の活用

１
学
期

２　言語と認識（書く）

［知技］
・言葉には，言葉そのものを認識したり説明したりすることを

可能にする働きがあることを理解する。
・主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解
を深める。
・情報を重要度や抽象度などによって階層化して整理する方法
について理解を深め使う。

［思判表］
・「書くこと」において，実社会や学術的な学習の基礎に関す
る事柄について，書き手の立場や論点などの様々な観点から情
報を収集，整理して，目的や意図に応じた適切な題材を決め
る。

・「書くこと」において，多面的・多角的な視点から自分の考
えを見直したり，根拠や論拠の吟味を重ねたりして，主張を明
確にする。
・「書くこと」において，個々の文の表現の仕方や段落の構造
を吟味するなど，文章全体の論理の明晰さを確かめ，自分の主

張が的確に伝わる文章になるよう工夫する。
［主］
　積極的に探究学習における資料の収集・整理の方法を理解

し，学習の見通しをもって収集した資料の論点を整理してテー
マを見直し，適切なテーマを設定しようとする。

４　学問のまなざし（読む）

［知技］
・言葉には，言葉そのものを認識したり説明したりすることを
可能にする働きがあることを理解する。

・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な
語句の量を増し，文章の中で使うことを通して，語感を磨き語

彙を豊かにする。
・文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理解を

深める。
［思判表］

・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，内容や構
成，論理の展開などを的確に捉え，論点を明確にしながら要旨
を把握する。

・「読むこと」において，人間，社会，自然などについて，文
章の内容や解釈を多様な論点や異なる価値観と結び付けて，新

たな観点から自分の考えを深める。
・「読むこと」において，設定した題材に関連する複数の文章
や資料を基に，必要な情報を関係付けて自分の考えを広げたり

深めたりする。
［主］

・積極的にベックとルーマンの各記述から中心的主張を捉えて
要約し，学習課題に沿って現代における「リスク」について具
体的に考え，話し合う。

・粘り強く哲学的視点に立った「環境」に対する筆者の主張を

理解し，今までの学習を生かして持続可能な社会環境の実現に
向けた具体的な取り組みについて考え，話し合う。

「リスク」と「リスク社会」
「環境」とは何か

その他

　国語辞典、タブレット端末、デジタルコンテンツ等の活用

２
学
期



○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○
合計

定期考査 1

7

［知技］
・言葉には，言葉そのものを認識したり説明したりすることを可能にする働きが
あることを理解している。
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語句の量を増し，

文章の中で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにしている。
・文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理解を深めている。

［思判表］

・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，資料との関係を把握し，内容
や構成を的確に捉えている。

・「読むこと」において，関連する文章や資料を基に，書き手の立場や目的を考
えながら，内容の解釈を深めている。

［主］
・粘り強く二項対立の論理展開を資料と結びつけて理解し，学習の見通しをもっ

て日本人の美意識と生活行動の関連性について，自分の考えを深めようとしてい
る。
・進んで近代的思考による科学主義的な地図観に反駁する筆者の立場とその論理
展開を理解し，学習課題に沿って身近な地図から描き手の目的や意図とその工夫
を読み解き，自分の考えを述べようとしている。

日本人の美意識
地図の想像力

その他
　国語辞典、タブレット端末、デジタルコンテンツ等の活用

６　イメージを読む
［知技］
・言葉には，言葉そのものを認識したり説明したりすることを
可能にする働きがあることを理解する。

・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な
語句の量を増し，文章の中で使うことを通して，語感を磨き語
彙を豊かにする。
・文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理解を

深める。
［思判表］

・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，資料との関
係を把握し，内容や構成を的確に捉える。
・「読むこと」において，関連する文章や資料を基に，書き手
の立場や目的を考えながら，内容の解釈を深める。
［主］

・粘り強く二項対立の論理展開を資料と結びつけて理解し，学
習の見通しをもって日本人の美意識と生活行動の関連性につい
て，自分の考えを深めようとする。
・進んで近代的思考による科学主義的な地図観に反駁する筆者
の立場とその論理展開を理解し，学習課題に沿って身近な地図

から描き手の目的や意図とその工夫を読み解き，自分の考えを
述べようとする。

５　社会を捉え直す

［知技］
・言葉には，言葉そのものを認識したり説明したりすることを

可能にする働きがあることを理解する。
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な
語句の量を増し，文章の中で使うことを通して，語感を磨き語
彙を豊かにする。
・文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理解を

深める。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，内容や構
成，論理の展開などを的確に捉え，論点を明確にしながら要旨
を把握する。

・「読むこと」において，文章の構成や論理の展開，表現の仕
方について，書き手の意図との関係において多面的・多角的な
視点から評価する。
・「読むこと」において，人間，社会，自然などについて，文
章の内容や解釈を多様な論点や異なる価値観と結び付けて，新

たな観点から自分の考えを深める。
［主］
・粘り強く二項対立の論理展開や具体例と筆者の主張との関係

をつかみ，今までの学習を生かして「である」価値と「する」
価値について自分に引き寄せて考え，現代社会に対する認識を
深めようとする。
・積極的にスポーツとメディアという社会事象の分析を通した

筆者の主張を読み取り，学習課題に沿ってスポーツについて具
体例を挙げながら，自分の考えをまとめようとする。

「である」ことと「する」こと
消費されるスポーツ

その他
　国語辞典、タブレット端末、デジタルコンテンツ等の活用

70

［知技］

・言葉には，言葉そのものを認識したり説明したりすることを可能にする働きが
あることを理解している。

・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語句の量を増し，
文章の中で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにしている。
・文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開など

を的確に捉え，論点を明確にしながら要旨を把握している。
・「読むこと」において，文章の構成や論理の展開，表現の仕方について，書き
手の意図との関係において多面的・多角的な視点から評価している。
・「読むこと」において，人間，社会，自然などについて，文章の内容や解釈を
多様な論点や異なる価値観と結び付けて，新たな観点から自分の考えを深めてい

る。
［主］
・粘り強く二項対立の論理展開や具体例と筆者の主張との関係をつかみ，今まで
の学習を生かして「である」価値と「する」価値について自分に引き寄せて考
え，現代社会に対する認識を深めようとしている。

・積極的にスポーツとメディアという社会事象の分析を通した筆者の主張を読み
取り，学習課題に沿ってスポーツについて具体例を挙げながら，自分の考えをま
とめようとしている。

8

３
学
期



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（２学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

○ ○ ○ ○

○ ○

文学国語

（　組：　　　　）

態

国語

○○

【知識及び技能】
　人間、社会、自然などに対するものの見
方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義
と効用について理解を深めている。
　情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量
を増し、文章の中で使うことを通して、語感
を磨き語彙を豊かにしている。

【思考力、判断力、表現力等】
　「読むこと」において、作品の内容や解釈
を踏まえ、人間、社会、自然などに対するも
のの見方、感じ方、考え方を深めている。
　「読むこと」において、語り手の視点や場
面の設定の仕方、表現の特色について評価す
ることを通して、内容を解釈している。

【主体的に学習に取り組む態度】
　進んで作品内容を解釈し、学習課題に沿っ
てスピーチしようとしている。
　「無用の人」という題名の意味について粘
り強く考察し、これまでの学習を生かして考
えようとしている。

○

（　組：　　　　）

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我
が国の言語文化の担い手としての自覚を深め，
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

文学国語

配当
時数

（　組：　　　　）

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

国語 文学国語 1

（　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）

2

領域
評価規準単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思知

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技
能を身に付けるとともに，我が国の言語文化に
対する理解を深めることができるようにする。

深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ば
すとともに，創造的に考える力を養い，他者と
の関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思い
や考えを広げたり深めたりすることができるよ
うにする。

数研出版　文学国語

国語

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに，言語感覚を磨き，我が国の言語文化の担い手としての自覚を
もち，生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

１
学
期

A 文学の扉
【知識及び技能】
　言葉には、想像や心情を豊かにす
る働きがあることを理解する。
　文学的な文章を読むことを通し
て、我が国の言語文化の特質につい
て理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
　「読むこと」において、文章の種
類を踏まえて、内容や構成、展開、
描写の仕方などを的確に捉える。
　「読むこと」において、作品に表
れているものの見方、感じ方、考え
方を捉えるとともに、作品が成立し
た背景や他の作品などとの関係を踏
まえ、作品の解釈を深める。
【主体的に学習に取り組む態度】
　人間が虎になるという設定の効果
について粘り強く考察し、これまで
の学習を生かして考える。
　粘り強く『山月記』と『人虎伝』
の差異を見極め、学習課題に沿って
考察する。

文学の扉
　山月記
　人虎伝
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
　言葉には、想像や心情を豊かにする働きが
あることを理解している。
　文学的な文章を読むことを通して、我が国
の言語文化の特質について理解を深めてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　「読むこと」において、文章の種類を踏ま
えて、内容や構成、展開、描写の仕方などを
的確に捉えている。
　「読むこと」において、作品に表れている
ものの見方、感じ方、考え方を捉えるととも
に、作品が成立した背景や他の作品などとの
関係を踏まえ、作品の解釈を深めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　人間が虎になるという設定の効果について
粘り強く考察し、これまでの学習を生かして
考えようとしている。
　粘り強く『山月記』と『人虎伝』の差異を
見極め、学習課題に沿って考察しようとして
いる。

4

定期考査

7○

平成の小説
　鍋セット
　無用の人
・一人１台端末の活用　等

B 平成の小説
【知識及び技能】
　人間、社会、自然などに対するも
のの見方、感じ方、考え方を豊かに
する読書の意義と効用について理解
を深める。
　情景の豊かさや心情の機微を表す
語句の量を増し、文章の中で使うこ
とを通して、語感を磨き語彙を豊か
にする。
　
【思考力、判断力、表現力等】
　「読むこと」において、作品の内
容や解釈を踏まえ、人間、社会、自
然などに対するものの見方、感じ
方、考え方を深める。
　「読むこと」において、語り手の
視点や場面の設定の仕方、表現の特
色について評価することを通して、
内容を解釈する。

【主体的に学習に取り組む態度】
　進んで作品内容を解釈し、学習課
題に沿ってスピーチする。
　「無用の人」という題名の意味に
ついて粘り強く考察し、これまでの
学習を生かして考える。



○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

【知識及び技能】
　人間、社会、自然などに対するものの見
方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義
と効用について理解を深めている。
　文学的な文章を読むことを通して、我が国
の言語文化の特質について理解を深めてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　「読むこと」において、作品の内容や解釈
を踏まえ、人間、社会、自然などに対するも
のの見方、感じ方、考え方を深めている。
　「読むこと」において、文章の構成や展
開、表現の仕方を踏まえ、解釈の多様性につ
いて考察している。
　「読むこと」において、設定した題材に関
連する複数の作品などを基に、自分のものの
見方、感じ方、考え方を深めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　考えを整理して山椒魚の考え方や行動に対
する感想を述べ、これまでの学習を生かして
話し合おうとしている。
　登場人物の心情と行動の関連性について粘
り強く考察し、これまでの学習を生かして考
えようとしている。
　粘り強く『水仙』と『忠直卿行状記』の差
異を見極め、学習課題に沿って考察しようと
している。

35

合計

2
学
期

Ｃ 昭和後期の小説
【知識及び技能】
　情景の豊かさや心情の機微を表す
語句の量を増し、文章の中で使うこ
とを通して、語感を磨き語彙を豊か
にする。
　文学的な文章やそれに関する文章
の種類や特徴などについて理解を深
める。
　【思考力、判断力、表現力等】
　「読むこと」において、語り手の
視点や場面の設定の仕方、表現の特
色について評価することを通して、
内容を解釈する。
　「読むこと」において、文章の構
成や展開、表現の仕方を踏まえ、解
釈の多様性について考察する。
【主体的に学習に取り組む態度】
　登場人物の心情と行動の関連性に
ついて粘り強く考察し、これまでの
学習を生かして考える。
　冒頭と英文と最後の一文が作品全
体に対して持つ意味合いを粘り強く
考察し、これまでの学習を生かして
話し合う。

昭和後期の小説
　ナイン
　三月の風
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
　情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量
を増し、文章の中で使うことを通して、語感
を磨き語彙を豊かにしようとしている。
　文学的な文章やそれに関する文章の種類や
特徴などについて理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
　「読むこと」において、語り手の視点や場
面の設定の仕方、表現の特色について評価す
ることを通して、内容を解釈している。
　「読むこと」において、文章の構成や展
開、表現の仕方を踏まえ、解釈の多様性につ
いて考察している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　登場人物の心情と行動の関連性について粘
り強く考察し、これまでの学習を生かして考
えようとしている。
　冒頭と英文と最後の一文が作品全体に対し
て持つ意味合いを粘り強く考察し、これまで
の学習を生かして話し合おうとしている。

5

Ｄ　昭和初期の小説
【知識及び技能】
　人間、社会、自然などに対するも
のの見方、感じ方、考え方を豊かに
する読書の意義と効用について理解
を深める。
　文学的な文章を読むことを通し
て、我が国の言語文化の特質につい
て理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
　「読むこと」において、作品の内
容や解釈を踏まえ、人間、社会、自
然などに対するものの見方、感じ
方、考え方を深める。
　「読むこと」において、文章の構
成や展開、表現の仕方を踏まえ解釈
の多様性について考察する。
　「読むこと」において、設定した
題材に関連する複数の作品などを基
に、自分のものの見方、感じ方、考
え方を深める。
【主体的に学習に取り組む態度】
　考えを整理して山椒魚の考え方や
行動に対する感想を述べ、これまで
の学習を生かして話し合う。
　登場人物の心情と行動の関連性に
ついて粘り強く考察し、これまでの
学習を生かして考える。
　粘り強く『水仙』と『忠直卿行状
記』の差異を見極め、学習課題に
沿って考察する。

昭和初期の小説
　山椒魚
　水仙
　忠直卿行状記
・一人１台端末の活用　等

7

定期考査

3
学
期

Ｅ　大正の小説
【知識及び技能】
　人間、社会、自然などに対するも
のの見方、感じ方、考え方を豊かに
する読書の意義と効用について理解
を深める。
　文学的な文章やそれに関する文章
の種類や特徴などについて理解を深
める。
【思考力、判断力、表現力等】
　「読むこと」において、語り手の
視点や場面の設定の仕方、表現の特
色について評価することを通して、
内容を解釈する。
　「読むこと」において、作品に表
れているものの見方、感じ方、考え
方を捉えるとともに、作品が成立し
た背景や他の作品などとの関係を踏
まえ、作品の解釈を深める。
【主体的に学習に取り組む態度】
　作品の主題を粘り強く考察し、こ
れまでの学習を生かして話し合う。
　粘り強く「明治」という時代性を
検討し、学習課題に沿って考察す
る。

大正の小説
　こころ
　現代日本の開化
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
　人間、社会、自然などに対するものの見
方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義
と効用について理解を深めている。
　文学的な文章やそれに関する文章の種類や
特徴などについて理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
　「読むこと」において、語り手の視点や場
面の設定の仕方、表現の特色について評価す
ることを通して、内容を解釈している。
　「読むこと」において、作品に表れている
ものの見方、感じ方、考え方を捉えるととも
に、作品が成立した背景や他の作品などとの
関係を踏まえ、作品の解釈を深めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　作品の主題を粘り強く考察し、これまでの
学習を生かして話し合おうとしている。
　粘り強く「明治」という時代性を検討し、
学習課題に沿って考察しようとしている。

7

定期考査 1

2



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（２学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

（　組：　　　　）

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生
涯にわたって古典に親しみ自己を向上させ，我
が国の言語文化の担い手としての自覚を深め，
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

古典探究

配当
時数

（　組：　　　　）

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

国語 古典探究 3

（　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思 態

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

知

古典探究国語

領域
評価規準

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技
能を身に付けるとともに，我が国の伝統的な言
語文化に対する理解を深めることができるよう
にする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像
したりする力を伸ばし，古典などを通した先人
のものの見方，感じ方，考え方との関わりの中
で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げ
たり深めたりすることができるようにする。

第一学習社　高等学校　精選古典探究

国語

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに，言語感覚を磨き，我が国の言語文化の担い手としての自覚を
もち，生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

6

随筆㈠

徒然草

 ・争乱と政変の時代を生きた作者の、世の諸事象に向けた批評の目を通して、もの

の見方や考え方を深める。

・さまざまな文体を駆使した随筆という文章の種類や古典特有の表現に注意して、構

成や展開、内容を的確に捉える。

・作者の意図を捉えて内容を解釈し、構成や表現について評価する。

・古典の作品や文章を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・古典の作品や文章に表れる表現の特色について理解を深める。

・我が国の文化の特質について理解を深める。

・文語のきまりについて理解を深める。

・随筆に表れた作者の考えを積極的に読み取り、自分のものの見方、考え方を深めよ

うとしている。

・作品に表れた無常観を読み取り、学習課題に沿って、我が国の中世的なものの見

方、考え方に対して理解を深めようとしている。

方丈記 ・鎌倉初期という時代の転換期に作者が抱いた、人の世に対する思いを通し

て、ものの見方や考え方を深める。

・和漢混淆文で書かれた随筆という文章の種類や古典特有の表現に注意して、構成や

展開、内容を的確に捉える。

・作者の意図を捉えて内容を解釈し、構成や表現について評価する。

・古典の作品や文章を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深める。

・古典の作品や文章に表れる表現の特色について理解を深める。

・我が国の文化の特質について理解を深める。

・文語のきまりについて理解を深める。

・作品に表れた無常観を粘り強く読み取り、自分のものの見方、考え方を深めようと

している。

・文体の歴史的背景をふまえて『方丈記』を読み、学習課題に沿って、表現の特色を

評価しようとしている。

言語活動　無常観の表現 ・鴨長明『方丈記』の表現について分析したうえで、無常

観という観点で兼好法師『徒然草』と比較をする。

・中世随筆という文章の種類をふまえて、古典特有の無常観に注意して内容を的確に

捉える。

・古典の作品を評価することを通して、我が国の言語文化について考えを深める姿勢

を養う。

・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深める。

・古典の作品や文章に表れる表現の特色について理解を深める。

・我が国の文化の特質について理解を深める。

・積極的に『方丈記』の表現の特色を分析しようとしている。

・今までの学習を生かして、『方丈記』と『徒然草』を読み比べ、わかったことを積

極的に伝え合おうとしている。

古今著聞集

・著名な和歌にまつわる話を読み、説話として語り伝えられた背景事情について理解を深める。

・説話という文章の種類や古典特有の表現に注意して、展開や内容を的確に捉える。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・古典の作品や文章に表れる表現の特色、主として和歌の修辞について理解を深める。

・文語のきまりについて理解を深める。

・積極的に説話を読み、和歌を含んだ説話の特質について理解を深めようとしている。

・和歌の修辞について理解し、学習の見通しをもって調べたり発表しようとしたりしている。

沙石集

・著名な和歌にまつわる話を読み、説話として語り伝えようとした歌人のありようについて考えを深める。

・説話という文章の種類に注意して、展開や内容を的確に捉える。

・編者の意図を捉えて内容を解釈し、構成や表現について評価する。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・主に助動詞に関して、文語のきまりへの理解を深める。

・積極的に説話を読み、編者の考えを整理して内容を解釈し、それを評価しようとしている。

・助動詞「き」「けり」の意味を理解し、学習の見通しをもって調べたり説明したりしようとしている。

今物語

・著名な和歌をふまえた話を読み、「やさし蔵人」の逸話を通して語り伝えようとしたことを読み解く。

・説話という文章の種類や古典特有の表現に注意して、展開や内容を的確に捉える。

・編者の意図を捉えて内容を解釈し、構成や表現について評価する。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・主に助動詞に関して、文語のきまりへの理解を深める。

・『古今著聞集』『沙石集』と読み比べ、和歌を含んだ説話の特質について積極的に理解を深めようとしてい

る。

・助動詞「る」「らる」の意味を理解し、学習の見通しをもって説明しようとしている。

言語活動　小式部内侍と和泉式部

・『古今著聞集』の「小式部内侍が大江山の歌の事」に関連させて、著名な歌人である母和泉式部と小式部内

侍との親子関係を調査する。

・古典の作品や文章を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・読書の意義と効用について理解を深める。

・学習の見通しをもって、小式部内侍と和泉式部に関する資料を、図書館の資料などを用いて、進んで調べよ

うとしている。

・集めた作品の内容を解釈し、小式部内侍と和泉式部の親子関係について考えたことを積極的に説明しようと

している。

１
学
期

説話（一）

古今著聞集

・著名な和歌にまつわる話を読み、説話として語り伝えられた背景事情について理解

を深める。

・説話という文章の種類や古典特有の表現に注意して、展開や内容を的確に捉える。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・古典の作品や文章に表れる表現の特色、主として和歌の修辞について理解を深め

る。

・文語のきまりについて理解を深める。

・積極的に説話を読み、和歌を含んだ説話の特質について理解を深めようとしてい

る。

・和歌の修辞について理解し、学習の見通しをもって調べたり発表しようとしたりし

ている。

沙石集

・著名な和歌にまつわる話を読み、説話として語り伝えようとした歌人のありように

ついて考えを深める。

・説話という文章の種類に注意して、展開や内容を的確に捉える。

・編者の意図を捉えて内容を解釈し、構成や表現について評価する。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・主に助動詞に関して、文語のきまりへの理解を深める。

・積極的に説話を読み、編者の考えを整理して内容を解釈し、それを評価しようとし

ている。

・助動詞「き」「けり」の意味を理解し、学習の見通しをもって調べたり説明したり

しようとしている。

今物語

・著名な和歌をふまえた話を読み、「やさし蔵人」の逸話を通して語り伝えようとし

たことを読み解く。

・説話という文章の種類や古典特有の表現に注意して、展開や内容を的確に捉える。

・編者の意図を捉えて内容を解釈し、構成や表現について評価する。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・主に助動詞に関して、文語のきまりへの理解を深める。

・『古今著聞集』『沙石集』と読み比べ、和歌を含んだ説話の特質について積極的に

理解を深めようとしている。

・助動詞「る」「らる」の意味を理解し、学習の見通しをもって説明しようとしてい

る。

言語活動　小式部内侍と和泉式部

・『古今著聞集』の「小式部内侍が大江山の歌の事」に関連させて、著名な歌人であ

る母和泉式部と小式部内侍との親子関係を調査する。

・古典の作品や文章を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・読書の意義と効用について理解を深める。

・学習の見通しをもって、小式部内侍と和泉式部に関する資料を、図書館の資料など

を用いて、進んで調べようとしている。

・集めた作品の内容を解釈し、小式部内侍と和泉式部の親子関係について考えたこと

を積極的に説明しようとしている。

古今著聞集・小式部内侍が大江山の歌の事

沙石集・歌ゆゑに命を失ふ事

今物語・やさし蔵人

言語活動・小式部内侍と和泉式部

徒然草　兼好法師

方丈記　鴨長明

言語活動　無常観の表現

7

徒然草

 ・争乱と政変の時代を生きた作者の、世の諸事象に向けた批評の目を通して、ものの見方や考え方を深め

る。

・さまざまな文体を駆使した随筆という文章の種類や古典特有の表現に注意して、構成や展開、内容を的確に

捉える。

・作者の意図を捉えて内容を解釈し、構成や表現について評価する。

・古典の作品や文章を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・古典の作品や文章に表れる表現の特色について理解を深める。

・我が国の文化の特質について理解を深める。

・文語のきまりについて理解を深める。

・随筆に表れた作者の考えを積極的に読み取り、自分のものの見方、考え方を深めようとしている。

・作品に表れた無常観を読み取り、学習課題に沿って、我が国の中世的なものの見方、考え方に対して理解を

深めようとしている。

方丈記 ・鎌倉初期という時代の転換期に作者が抱いた、人の世に対する思いを通して、ものの見方や考え方

を深める。

・和漢混淆文で書かれた随筆という文章の種類や古典特有の表現に注意して、構成や展開、内容を的確に捉え

る。

・作者の意図を捉えて内容を解釈し、構成や表現について評価する。

・古典の作品や文章を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深める。

・古典の作品や文章に表れる表現の特色について理解を深める。

・我が国の文化の特質について理解を深める。

・文語のきまりについて理解を深める。

・作品に表れた無常観を粘り強く読み取り、自分のものの見方、考え方を深めようとしている。

・文体の歴史的背景をふまえて『方丈記』を読み、学習課題に沿って、表現の特色を評価しようとしている。

言語活動　無常観の表現 ・鴨長明『方丈記』の表現について分析したうえで、無常観という観点で兼好法師

『徒然草』と比較をする。

・中世随筆という文章の種類をふまえて、古典特有の無常観に注意して内容を的確に捉える。

・古典の作品を評価することを通して、我が国の言語文化について考えを深める姿勢を養う。

・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深める。

・古典の作品や文章に表れる表現の特色について理解を深める。

・我が国の文化の特質について理解を深める。

・積極的に『方丈記』の表現の特色を分析しようとしている。

・今までの学習を生かして、『方丈記』と『徒然草』を読み比べ、わかったことを積極的に伝え合おうとして

いる。



○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

故事・寓話

推敲

呉越同舟

嬰逆鱗

知音

・現在使われている言葉の由来となった漢文を読み、漢文が日本語に与えた影響につ

いて理解を深める。

・故事・寓話という文章の種類をふまえて、構成や展開を的確に捉える。

・書き手の考えや目的を捉えて内容を解釈し、構成や表現について評価する。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・訓読のきまりについて理解を深める。

・故事成語の意味を進んで調査するとともに、その由来となった話を読んで、わかっ

た内容を説明しようとしている。

言語活動　友情に関する故事

・友情に関する故事成語の由来や意味を調べ、その成果をまとめたり発表したりする

ことを通して、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・作品を評価することを通して、我が国の言語文化について考えを深める姿勢を養

う。

・古典の作品を評価することを通して、我が国の言語文化について考えを深める。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・漢文が日本語に与えた影響について考えることにより、我が国の文化と外国の文化

との関係について理解を深める。

・読書の意義と効用について理解を深める。

・故事成語の由来と意味を積極的に調べ、調べた内容を工夫してまとめたり発表した

りしようとしている。

推敲（唐詩紀事）

呉越同舟（孫子）

嬰逆鱗（韓非子）

知音（呂氏春秋）

言語活動　友情に関する故事

推敲

呉越同舟

嬰逆鱗

知音

・現在使われている言葉の由来となった漢文を読み、漢文が日本語に与えた影響について理解を深める。

・故事・寓話という文章の種類をふまえて、構成や展開を的確に捉える。

・書き手の考えや目的を捉えて内容を解釈し、構成や表現について評価する。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・訓読のきまりについて理解を深める。

・故事成語の意味を進んで調査するとともに、その由来となった話を読んで、わかった内容を説明しようとし

ている。

言語活動　友情に関する故事

・友情に関する故事成語の由来や意味を調べ、その成果をまとめたり発表したりすることを通して、自分のも

のの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・作品を評価することを通して、我が国の言語文化について考えを深める姿勢を養う。

・古典の作品を評価することを通して、我が国の言語文化について考えを深める。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・漢文が日本語に与えた影響について考えることにより、我が国の文化と外国の文化との関係について理解を

深める。

・読書の意義と効用について理解を深める。

・故事成語の由来と意味を積極的に調べ、調べた内容を工夫してまとめたり発表したりしようとしている。
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古代の史話
鼓腹撃壌

・史伝を読んで登場人物の言動を押さえ、古代中国の理想的政
治のあり方について理解を深める。
・史伝という文章の種類や古典特有の表現に注意して、構成や

展開、内容を的確に捉える。

・書き手の考えや目的を捉えて内容を解釈し、構成や表現につ
いて評価する。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・史伝という文章の種類とその特徴について理解を深める。
・古典の作品や文章に表れる表現の特色について理解を深め

る。
・我が国の文化と外国の文化との関係について理解を深める。
・訓読のきまりについて理解を深める。

・積極的に史伝を読み、登場人物の言動からうかがえる古代中
国の理想的政治のあり方を捉えようとしている。

莫敢飾詐
・戦国時代を背景とした国の状況を押さえ、王が二人の大夫に

下した判断の理由を読み取る。
・史伝という文章の種類をふまえて、構成や展開を的確に捉え

る。
・作品の成立背景をふまえて、内容の解釈を深める。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

鼓腹撃壌（十八史略）

莫敢飾詐（十八史略）

鶏鳴狗盗（十八史略）

言語活動　読み比べる・読孟嘗君伝〈王安石〉

背水之陣（十八史略）

言語活動　韓信の戦略

鼓腹撃壌
・史伝を読んで登場人物の言動を押さえ、古代中国の理想的政治のあり方につい

て理解を深める。
・史伝という文章の種類や古典特有の表現に注意して、構成や展開、内容を的確
に捉える。

・書き手の考えや目的を捉えて内容を解釈し、構成や表現について評価する。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。
・史伝という文章の種類とその特徴について理解を深める。
・古典の作品や文章に表れる表現の特色について理解を深める。

・我が国の文化と外国の文化との関係について理解を深める。
・訓読のきまりについて理解を深める。

・積極的に史伝を読み、登場人物の言動からうかがえる古代中国の理想的政治の
あり方を捉えようとしている。

莫敢飾詐
・戦国時代を背景とした国の状況を押さえ、王が二人の大夫に下した判断の理由

を読み取る。
・史伝という文章の種類をふまえて、構成や展開を的確に捉える。
・作品の成立背景をふまえて、内容の解釈を深める。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。
・我が国の文化と外国の文化との関係について理解を深める。

・訓読のきまりについて理解を深める。
・積極的に史伝を読み、二つの国の評判と実態を捉えようとしている。

・王が二人の大夫に下した判断の理由を、文章に即して理解しようとしている。

7

随筆㈡

枕草子 ・内容・形態によって三つに大別される章段のそれぞれを読んで、文章に表

れたものの見方や考え方を理解する。

・自由な文体の随筆という文章の種類や古典特有の表現に注意して、構成や展開、内

容を的確に捉える。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深める。

・「木の花は」「二月つごもりごろに」では、我が国の文化と外国の文化との関係に

ついて理解を深める。

・文語のきまりについて理解を深める。

・随筆に表れたものの見方・考え方・美意識を理解し、積極的に自分の考えを伝え合

おうとしている。

・学習の見通しをもって『枕草子』を読み、類集的章段・随想的章段・日記的章段が

あるという作品の特徴について、理解を深めようとしている。

・漢詩文と関わりのある章段を読み、我が国の文化と中国の文化との関係について、

積極的に理解を深めようとしている。

言語活動　現代語との比較 ・「かなしい（かなし）」などの形容詞について、現代

語と古語との意味の異なりについて調査し、その成果をまとめたり発表したりする。

・古典の作品を評価することを通して、我が国の言語文化について考えを深める姿勢

を養う。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・時間の経過による言葉の変化について理解を深める。

・時間の経過による言葉の意味の変化を理解し、学習の見通しをもって、積極的に調

べたり説明したりしようとしている。

言語活動　清少納言と漢文 ・当時の貴族たちには漢文の知識が半ば常識であったこ

とをふまえて、『枕草子』内で漢詩や逸話がどのような受容をされているか調査し、

その成果をまとめたり報告したりする。

・古典の作品や文章を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・複数の作品や文章を読み比べ、論述したり発表したりする。

・我が国の文化と外国の文化との関係について理解を深める。

・読書の意義と効用について理解を深める。

・学習の見通しをもって、漢詩文と関わりのある『枕草子』の章段を、図書館の資料

などを用いて、進んで調べようとしている。

・漢詩文と関わりのある『枕草子』を読み比べ、作品の中で漢詩文が果たす役割につ

いてわかったことを積極的に報告し合おうとしている。

枕草子　清少納言

言語活動　現代語との比較

言語活動　清少納言と漢文

枕草子 ・内容・形態によって三つに大別される章段のそれぞれを読んで、文章に表れたものの見方や考え方

を理解する。

・自由な文体の随筆という文章の種類や古典特有の表現に注意して、構成や展開、内容を的確に捉える。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深める。

・「木の花は」「二月つごもりごろに」では、我が国の文化と外国の文化との関係について理解を深める。

・文語のきまりについて理解を深める。

・随筆に表れたものの見方・考え方・美意識を理解し、積極的に自分の考えを伝え合おうとしている。

・学習の見通しをもって『枕草子』を読み、類集的章段・随想的章段・日記的章段があるという作品の特徴に

ついて、理解を深めようとしている。

・漢詩文と関わりのある章段を読み、我が国の文化と中国の文化との関係について、積極的に理解を深めよう

としている。

言語活動　現代語との比較 ・「かなしい（かなし）」などの形容詞について、現代語と古語との意味の異な

りについて調査し、その成果をまとめたり発表したりする。

・古典の作品を評価することを通して、我が国の言語文化について考えを深める姿勢を養う。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・時間の経過による言葉の変化について理解を深める。

・時間の経過による言葉の意味の変化を理解し、学習の見通しをもって、積極的に調べたり説明したりしよう

としている。

言語活動　清少納言と漢文 ・当時の貴族たちには漢文の知識が半ば常識であったことをふまえて、『枕草

子』内で漢詩や逸話がどのような受容をされているか調査し、その成果をまとめたり報告したりする。

・古典の作品や文章を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・複数の作品や文章を読み比べ、論述したり発表したりする。

・我が国の文化と外国の文化との関係について理解を深める。

・読書の意義と効用について理解を深める。

・学習の見通しをもって、漢詩文と関わりのある『枕草子』の章段を、図書館の資料などを用いて、進んで調

べようとしている。

・漢詩文と関わりのある『枕草子』を読み比べ、作品の中で漢詩文が果たす役割についてわかったことを積極

的に報告し合おうとしている。
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2定期考査

１
学
期

物語㈠

伊勢物語 ・物語の中で和歌が果たしている役割を押さえながら、場面と登場人物の

心情とを読み味わう。

・歌物語という文章の種類や古典特有の表現に注意して、構成や展開、内容を的確に

捉える。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・歌物語の特徴について理解を深める。

・文語のきまりについて理解を深める。

・歌物語を読み、文語のきまりや古典特有の表現に注意しながら、積極的に内容を捉

えようとしている。

・学習の見通しを持って歌物語を読み、文章の中で和歌が重要な役割を果たす歌物語

の特徴について、理解を深めようとしている。

言語活動　主従の愛 ・『伊勢物語』の惟喬親王関連の章段を複数読み比べること

で、在原業平をモデルとした右馬頭と惟喬親王との主従関係を考える。

・作品の成立背景や他作品との関係をふまえて、内容の解釈を深める。

・古典の作品や文章を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・複数の作品や文章を読み比べ、論述したり発表したりする。

・読書の意義と効用について理解を深める。

・学習の見通しをもって、『伊勢物語』の惟喬親王関連の資料を、図書館の資料など

を用いて、進んで調べようとしている。

・集めた資料の内容を解釈し、読後感の違いについて考えたことを積極的に発表しよ

うとしている。

大和物語 ・和歌のよまれた事情を語る、散文性や叙事性の強い歌物語を読んで、古

典の世界の多様性を知る。

・歌物語という文章の種類や古典特有の表現に注意して、構成や展開、内容を的確に

捉える。

・作者の意図を捉えて内容を解釈し、構成や表現について評価する。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・歌物語の特徴について理解を深める。

・文語のきまりについて理解を深める。

・歌物語を読み、作者の意図をふまえて内容を的確に捉え、構成や展開について積極

的に評価しようとしている。

・学習の見通しをもって歌物語を読み、和歌のよまれた事情が記述された歌物語の特

徴について、理解を深めようとしている。

言語活動　貴族の生活と年中行事 ・平安時代の年中行事や、地域の伝統行事の由来

や歴史について調査し、その成果をまとめたり発表したりする。

・古典の作品や文章を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・古典の作品を評価することを通して、我が国の言語文化について考えを深める姿勢

を養う。

・我が国の文化の特質について理解を深める。

・読書の意義と効用について理解を深める。

・学習の見通しをもって、平安時代の年中行事や地域の伝統的な行事を、図書館の資

料などを用いて、進んで調べようとしている。

・調べた内容を知っていることと結び付け、自分の考えを積極的に広げたり深めたり

しようとしている。

伊勢物語

言語活動　主従の愛

大和物語

言語活動　貴族の生活と年中行事

伊勢物語 ・物語の中で和歌が果たしている役割を押さえながら、場面と登場人物の心情とを読み味わう。

・歌物語という文章の種類や古典特有の表現に注意して、構成や展開、内容を的確に捉える。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・歌物語の特徴について理解を深める。

・文語のきまりについて理解を深める。

・歌物語を読み、文語のきまりや古典特有の表現に注意しながら、積極的に内容を捉えようとしている。

・学習の見通しを持って歌物語を読み、文章の中で和歌が重要な役割を果たす歌物語の特徴について、理解を

深めようとしている。

言語活動　主従の愛

・『伊勢物語』の惟喬親王関連の章段を複数読み比べることで、在原業平をモデルとした右馬頭と惟喬親王と

の主従関係を考える。

・作品の成立背景や他作品との関係をふまえて、内容の解釈を深める。

・古典の作品や文章を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・複数の作品や文章を読み比べ、論述したり発表したりする。

・読書の意義と効用について理解を深める。

・学習の見通しをもって、『伊勢物語』の惟喬親王関連の資料を、図書館の資料などを用いて、進んで調べよ

うとしている。

・集めた資料の内容を解釈し、読後感の違いについて考えたことを積極的に発表しようとしている。

大和物語 ・和歌のよまれた事情を語る、散文性や叙事性の強い歌物語を読んで、古典の世界の多様性を知

る。

・歌物語という文章の種類や古典特有の表現に注意して、構成や展開、内容を的確に捉える。

・作者の意図を捉えて内容を解釈し、構成や表現について評価する。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・歌物語の特徴について理解を深める。

・文語のきまりについて理解を深める。

・歌物語を読み、作者の意図をふまえて内容を的確に捉え、構成や展開について積極的に評価しようとしてい

る。

・学習の見通しをもって歌物語を読み、和歌のよまれた事情が記述された歌物語の特徴について、理解を深め

ようとしている。

言語活動　貴族の生活と年中行事 ・平安時代の年中行事や、地域の伝統行事の由来や歴史について調査し、

その成果をまとめたり発表したりする。

・古典の作品や文章を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・古典の作品を評価することを通して、我が国の言語文化について考えを深める姿勢を養う。

・我が国の文化の特質について理解を深める。

・読書の意義と効用について理解を深める。

・学習の見通しをもって、平安時代の年中行事や地域の伝統的な行事を、図書館の資料などを用いて、進んで

調べようとしている。

・調べた内容を知っていることと結び付け、自分の考えを積極的に広げたり深めたりしようとしている。
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○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

名家の文章

雑説

・本文の展開を的確に捉えるとともに、比喩にこめられた作者のものの考え方につい

て理解を深める。

・論説という文章の種類や古典特有の表現に注意して、構成や展開、内容を的確に捉

える。

・作者の考えや目的を捉えて内容を解釈し、構成や表現について評価する。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・論説の構成・展開のしかたについて理解を深める。

・文章に表れる表現の特色について理解を深める。

・我が国の文化と外国の文化との関係について理解を深める。

・訓読のきまりについて理解を深める。

・積極的に論説を読んで文章の展開を整理するとともに、比喩にこめられた作者の考

えを捉えようとしている。

黔之驢

・動物に託して描いた、作者の社会に対する思いを通して、ものの見方や考え方を深

める。

・論説という文章の種類や古典特有の表現に注意して、構成や展開、内容を的確に捉

える。

・作者の考えや目的を捉えて内容を解釈し、構成や表現について評価する。

・作品の成立背景や他作品との関係をふまえて内容を解釈する。

・論説を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・我が国の文化と外国の文化との関係について理解を深める。

・訓読のきまりについて理解を深める。

・積極的に論説を読み、作者が動物の話にこめた教訓を捉えようとしている。

売油翁

・技術の習熟について述べた文章を、引用された話を参考にして読み、ものの見方や

考え方を深める。

・随筆という文章の種類や古典特有の表現に注意して、構成や展開、内容を的確に捉

える。

・作者の考えや目的を捉えて内容を解釈し、構成や表現について評価する。

・作品の成立背景や他作品との関係をふまえて、内容の解釈を深める。

・随筆を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・古典の作品や文章に表れる表現の特色について理解を深める。

・我が国の文化と外国の文化との関係について理解を深める。

・訓読のきまりについて理解を深める。

・作者が主張している内容を、引用された話をふまえながら進んで説明しようとして

いる。

言語活動　唐宋八大家について調べる

・駢儷文で書かれた李白の文章との比較を通して、古文で書かれた唐宋八大家の文章

の文体の特徴を理解するとともに、唐宋八大家の経歴や作品について調査し、その結

果を発表する。

・作品の成立背景や他作品との関係をふまえて内容を解釈する。

・古典の作品を評価することを通して、我が国の言語文化について考えを深める。

・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深める。

・古典の作品や文章に表れる表現の特色について理解を深める。

・我が国の文化と外国の文化との関係について理解を深める。

・古文と駢儷文とを粘り強く読み比べ、両者の文体の違いを理解しようとしている。

・唐宋八大家の経歴や作品を積極的に調べ、調べた内容を工夫してまとめたり発表し

たりしようとしている。

雑説 韓愈

黔之驢 柳宗元

売油翁 欧陽脩

言語活動 唐宋八大家について調べる

雑説

・本文の展開を的確に捉えるとともに、比喩にこめられた作者のものの考え方について理解を深める。

・論説という文章の種類や古典特有の表現に注意して、構成や展開、内容を的確に捉える。

・作者の考えや目的を捉えて内容を解釈し、構成や表現について評価する。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・論説の構成・展開のしかたについて理解を深める。

・文章に表れる表現の特色について理解を深める。

・我が国の文化と外国の文化との関係について理解を深める。

・訓読のきまりについて理解を深める。

・積極的に論説を読んで文章の展開を整理するとともに、比喩にこめられた作者の考えを捉えようとしてい

る。

黔之驢

・動物に託して描いた、作者の社会に対する思いを通して、ものの見方や考え方を深める。

・論説という文章の種類や古典特有の表現に注意して、構成や展開、内容を的確に捉える。

・作者の考えや目的を捉えて内容を解釈し、構成や表現について評価する。

・作品の成立背景や他作品との関係をふまえて内容を解釈する。

・論説を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・我が国の文化と外国の文化との関係について理解を深める。

・訓読のきまりについて理解を深める。

・積極的に論説を読み、作者が動物の話にこめた教訓を捉えようとしている。

売油翁

・技術の習熟について述べた文章を、引用された話を参考にして読み、ものの見方や考え方を深める。

・随筆という文章の種類や古典特有の表現に注意して、構成や展開、内容を的確に捉える。

・作者の考えや目的を捉えて内容を解釈し、構成や表現について評価する。

・作品の成立背景や他作品との関係をふまえて、内容の解釈を深める。

・随筆を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・古典の作品や文章に表れる表現の特色について理解を深める。

・我が国の文化と外国の文化との関係について理解を深める。

・訓読のきまりについて理解を深める。

・作者が主張している内容を、引用された話をふまえながら進んで説明しようとしている。

言語活動　唐宋八大家について調べる

・駢儷文で書かれた李白の文章との比較を通して、古文で書かれた唐宋八大家の文章の文体の特徴を理解する

とともに、唐宋八大家の経歴や作品について調査し、その結果を発表する。

・作品の成立背景や他作品との関係をふまえて内容を解釈する。

・古典の作品を評価することを通して、我が国の言語文化について考えを深める。

・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深める。

・古典の作品や文章に表れる表現の特色について理解を深める。

・我が国の文化と外国の文化との関係について理解を深める。

・古文と駢儷文とを粘り強く読み比べ、両者の文体の違いを理解しようとしている。

・唐宋八大家の経歴や作品を積極的に調べ、調べた内容を工夫してまとめたり発表したりしようとしている。

6
2
学
期

物語㈡

源氏物語

・歌物語と作り物語の二つの系譜を受け継ぐ長編物語を読んで、人物造形や心理描写

の一端に触れる。

・長編物語という文章の種類や古典特有の表現に注意して、構成や展開、内容を的確

に捉える。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・主として敬語表現に関する文語のきまりへの理解を深める。

・今までの学習を生かして長編物語をよみ、人物造形・心理描写・和歌の役割などに

注意しながら、積極的に内容を捉えようとしている。

・内容を的確に捉えるために、作品の中で使われる敬語表現を積極的に理解して、説

明しようとしている。

大鏡

 ・歴史物語という、実際の歴史に取材した物語を読み、宮中を中心とする権力者た

ちの姿の一端に触れる。

・歴史物語という文章の種類や古典特有の表現に注意して、構成や展開、内容を的確

に捉える。

・作者の意図を捉えて内容を解釈し、構成や表現について評価する。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・主として敬語表現に関する文語のきまりへの理解を深める。

・今までの学習を生かして歴史物語を読み、作者の意図をふまえて内容を的確に捉

え、構成や展開について積極的に評価しようとしている。

・内容を的確に捉えるために、作品の中で使われる敬語表現を積極的に理解して、説

明しようとしている。

言語活動　『源氏物語』と政治 ・桐壺の更衣と弘徽殿の女御との軋轢を、後宮と政

治とのつながりに留意し、更衣の最期や、光源氏の政治的立場を調査し、その成果を

まとめたり発表したりする。

・作品の成立背景や他作品との関係をふまえて、内容の解釈を深める。

・古典の作品や文章を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・読書の意義と効用について理解を深める。

・学習の見通しをもって、図書館の資料などを用いて、「光る君誕生」の続きや光源

氏の官職と治的立場を、進んで調べようとしている。

・集めた資料の内容を解釈し、わかったことを積極的にまとめようとしている。

源氏物語 紫式部

大鏡

言語活動『源氏物語』と政治

源氏物語

・歌物語と作り物語の二つの系譜を受け継ぐ長編物語を読んで、人物造形や心理描写の一端に触れる。

・長編物語という文章の種類や古典特有の表現に注意して、構成や展開、内容を的確に捉える。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・主として敬語表現に関する文語のきまりへの理解を深める。

・今までの学習を生かして長編物語をよみ、人物造形・心理描写・和歌の役割などに注意しながら、積極的に

内容を捉えようとしている。

・内容を的確に捉えるために、作品の中で使われる敬語表現を積極的に理解して、説明しようとしている。

大鏡

 ・歴史物語という、実際の歴史に取材した物語を読み、宮中を中心とする権力者たちの姿の一端に触れる。

・歴史物語という文章の種類や古典特有の表現に注意して、構成や展開、内容を的確に捉える。

・作者の意図を捉えて内容を解釈し、構成や表現について評価する。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・主として敬語表現に関する文語のきまりへの理解を深める。

・今までの学習を生かして歴史物語を読み、作者の意図をふまえて内容を的確に捉え、構成や展開について積

極的に評価しようとしている。

・内容を的確に捉えるために、作品の中で使われる敬語表現を積極的に理解して、説明しようとしている。

言語活動　『源氏物語』と政治 ・桐壺の更衣と弘徽殿の女御との軋轢を、後宮と政治とのつながりに留意

し、更衣の最期や、光源氏の政治的立場を調査し、その成果をまとめたり発表したりする。

・作品の成立背景や他作品との関係をふまえて、内容の解釈を深める。

・古典の作品や文章を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・読書の意義と効用について理解を深める。

・学習の見通しをもって、図書館の資料などを用いて、「光る君誕生」の続きや光源氏の官職と治的立場を、

進んで調べようとしている。

・集めた資料の内容を解釈し、わかったことを積極的にまとめようとしている。
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日記㈠

蜻蛉日記

・女性による日記文学の先駆となった作品を読んで、自己の内面を赤裸々に書き綴っ

た心情描写に触れる。

・作品の成立背景や他作品との関係をふまえて、内容の解釈を深める。

・古典の作品や文章を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深める。

・文語のきまりについて理解を深める。

・日記文学である『蜻蛉日記』を心情描写に注意しながら読み、積極的に自分の考え

を広げたり深めたりしようとしている。

・学習の見通しをもって『蜻蛉日記』を読み、その特徴について、理解を深めように

している。

紫式部日記

・『源氏物語』の作者が時の帝の後宮に仕えていたときの日記を読み、その内面に抱

いていた思いに触れる。

・日記文学という文章の種類をふまえて、古典特有の表現に注意して内容を的確に捉

える。

・作者の意図を捉えて内容を解釈し、構成や表現について評価する。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・主として敬語表現に関する文語のきまりへの理解を深める。

・学習の見通しをもって『紫式部日記』を読み、作者の考えや意図をふまえて内容を

的確に捉え、構成や表現の特色について積極的に評価しようとしている。

・内容を的確に捉えるために、作品の中で使われる敬語表現を積極的に理解して、説

明しようとしている。

更級日記

・晩年になってまとめられた自伝的日記を読み、少女時代の自分を客観的に見つめた

作者像に触れる。

・日記文学という文章の種類や古典特有の表現に注意して、構成や展開、内容を的確

に捉える。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・文語のきまりについて理解を深める。

・学習の見通しをもって『更級日記』を読み、晩年に書かれた自伝的日記であること

に注意しながら、構成や展開を捉えようとしている。

・内容を的確に捉えるために、文語の決まりを理解し、積極的に説明しようとしてい

る。

言語活動　平安朝の結婚 ・『蜻蛉日記』に記される作者の悩みや不満が、当時の結

婚形態とどのように関係するかについて調査し、その成果をまとめたり発表したりす

ることにより、内容の解釈を深める。

・文章の種類をふまえて、古典特有の表現に注意して内容を的確に捉える。

・古典の作品や文章を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・読書の意義と効用について理解を深める。

・学習の見通しをもって、図書館の資料などを用いて、平安時代の結婚形態や『蜻蛉

日記』の記述などを進んで調べようとしている。

・集めた資料の内容を解釈し、『蜻蛉日記』から読み取ったことをもとに自分の考え

を深め、それを積極的にまとめようとしている。

更級日記　菅原孝標女

紫式部日記　紫式部

蜻蛉日記　藤原道綱母

言語活動　平安朝の結婚

蜻蛉日記

・女性による日記文学の先駆となった作品を読んで、自己の内面を赤裸々に書き綴った心情描写に触れる。

・作品の成立背景や他作品との関係をふまえて、内容の解釈を深める。

・古典の作品や文章を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深める。

・文語のきまりについて理解を深める。

・日記文学である『蜻蛉日記』を心情描写に注意しながら読み、積極的に自分の考えを広げたり深めたりしよ

うとしている。

・学習の見通しをもって『蜻蛉日記』を読み、その特徴について、理解を深めようにしている。

紫式部日記

・『源氏物語』の作者が時の帝の後宮に仕えていたときの日記を読み、その内面に抱いていた思いに触れる。

・日記文学という文章の種類をふまえて、古典特有の表現に注意して内容を的確に捉える。

・作者の意図を捉えて内容を解釈し、構成や表現について評価する。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・主として敬語表現に関する文語のきまりへの理解を深める。

・学習の見通しをもって『紫式部日記』を読み、作者の考えや意図をふまえて内容を的確に捉え、構成や表現

の特色について積極的に評価しようとしている。

・内容を的確に捉えるために、作品の中で使われる敬語表現を積極的に理解して、説明しようとしている。

更級日記

・晩年になってまとめられた自伝的日記を読み、少女時代の自分を客観的に見つめた作者像に触れる。

・日記文学という文章の種類や古典特有の表現に注意して、構成や展開、内容を的確に捉える。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・文語のきまりについて理解を深める。

・学習の見通しをもって『更級日記』を読み、晩年に書かれた自伝的日記であることに注意しながら、構成や

展開を捉えようとしている。

・内容を的確に捉えるために、文語の決まりを理解し、積極的に説明しようとしている。

言語活動　平安朝の結婚 ・『蜻蛉日記』に記される作者の悩みや不満が、当時の結婚形態とどのように関係

するかについて調査し、その成果をまとめたり発表したりすることにより、内容の解釈を深める。

・文章の種類をふまえて、古典特有の表現に注意して内容を的確に捉える。

・古典の作品や文章を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・読書の意義と効用について理解を深める。

・学習の見通しをもって、図書館の資料などを用いて、平安時代の結婚形態や『蜻蛉日記』の記述などを進ん

で調べようとしている。

・集めた資料の内容を解釈し、『蜻蛉日記』から読み取ったことをもとに自分の考えを深め、それを積極的に

まとめようとしている。
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○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

○

2
学
期

項羽と劉邦

鴻門之会

・登場人物の描写を読み解くことを通して、戦乱の時代を生きた人々の人物像につい

て考察を深める。

・史伝という文章の種類をふまえて、構成や展開を的確に捉える。

・作者の考えや目的を捉えて内容を解釈し、構成や表現について評価する。

・史伝を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・我が国の文化と外国の文化との関係について理解を深める。

・訓読のきまりについて理解を深める。

・各場面の展開を整理し、登場人物の言動から、それぞれの心情や性格を進んで捉え

ようとしている。

四面楚歌

・追い詰められていく項王の心境を読み取り、人間の生き方についての考えを深め

る。

・史伝という文章の種類をふまえて、構成や展開を的確に捉える。

・作者の考えや目的を捉えて内容を解釈し、構成や表現について評価する。

・史伝を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・我が国の文化と外国の文化との関係について理解を深める。

・訓読のきまりについて理解を深める。

・積極的に史伝を読み、追い詰められていく項王の心境を捉えようとしている。

・「四面楚歌」と「鴻門之会」とを粘り強く読み比べ、それぞれに描かれた項王の人

物像の違いと、その違いが生じた理由を説明しようとしている。

言語活動　劉邦の人物像

・劉邦の伝記である「高祖本紀」から、項羽とは対照的な劉邦の人柄を読み取る。

・作品の成立背景や他作品との関係をふまえて内容を解釈する。

・史伝を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・古典の作品を評価することを通して、我が国の言語文化について考えを深める。

・読書の意義と効用について理解を深める。

・「高祖本紀」の記述から、劉邦の人柄を積極的に読み取ろうとしている。

鴻門之会（史記）

四面楚歌（史記）

言語活動　劉邦の人物像

鴻門之会

・登場人物の描写を読み解くことを通して、戦乱の時代を生きた人々の人物像について考察を深める。

・史伝という文章の種類をふまえて、構成や展開を的確に捉える。

・作者の考えや目的を捉えて内容を解釈し、構成や表現について評価する。

・史伝を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・我が国の文化と外国の文化との関係について理解を深める。

・訓読のきまりについて理解を深める。

・各場面の展開を整理し、登場人物の言動から、それぞれの心情や性格を進んで捉えようとしている。

四面楚歌

・追い詰められていく項王の心境を読み取り、人間の生き方についての考えを深める。

・史伝という文章の種類をふまえて、構成や展開を的確に捉える。

・作者の考えや目的を捉えて内容を解釈し、構成や表現について評価する。

・史伝を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・我が国の文化と外国の文化との関係について理解を深める。

・訓読のきまりについて理解を深める。

・積極的に史伝を読み、追い詰められていく項王の心境を捉えようとしている。

・「四面楚歌」と「鴻門之会」とを粘り強く読み比べ、それぞれに描かれた項王の人物像の違いと、その違い

が生じた理由を説明しようとしている。

言語活動　劉邦の人物像

・劉邦の伝記である「高祖本紀」から、項羽とは対照的な劉邦の人柄を読み取る。

・作品の成立背景や他作品との関係をふまえて内容を解釈する。

・史伝を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・古典の作品を評価することを通して、我が国の言語文化について考えを深める。

・読書の意義と効用について理解を深める。

・「高祖本紀」の記述から、劉邦の人柄を積極的に読み取ろうとしている。
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漢詩の鑑賞

中国の詩

・漢詩の表現や技法への理解を深め、古代中国の人々が自然や人事に向けた思いを通

して考えを広げる。

・漢詩特有の表現に注意して、構成や展開、内容を的確に捉える。

・作者の考えや目的を捉えて内容を解釈し、構成や表現について評価する。

・漢詩を鑑賞して、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・漢詩の特徴について理解を深める。

・漢詩に表れる表現の特色について理解を深める。

・我が国の文化と外国の文化との関係について理解を深める。

・訓読のきまりについて理解を深める。

・漢詩の表現や技法への理解を深めるとともに、作品にこめられた作者の思いを進ん

で読み取ろうとしている。

言語活動　漢詩の字句や構成を考える

・具体的な作品の復元作業をとおして、漢詩創作における字句の選び方や全体の構成

のしかたを理解する。

・漢詩特有の表現に注意して、構成や展開、内容を的確に捉える。

・漢詩の特徴について理解を深める。

・漢詩の構成・展開のしかたについて理解を深める。

・漢詩に表れる表現の特色について理解を深める。

・我が国の文化と外国の文化との関係について理解を深める。

・作品の復元作業に積極的に取り組み、詩人が創作をする際の考え方を理解しようと

している。

日本の詩

・日本の各時代によまれた漢詩を鑑賞し、作者が漢詩に託した自然や人事に対する思

いを通して考えを深める。

・漢詩特有の表現に注意して、構成や展開、内容を的確に捉える。

・作者の考えや目的を捉えて内容を解釈し、構成や表現について評価する。

・漢詩を鑑賞し、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・漢詩の特徴について理解を深める。

・漢詩に表れる表現の特色について理解を深める。

・我が国の文化と外国の文化との関係について理解を深める。

・訓読のきまりについて理解を深める。

・日本人がよんだ漢詩を鑑賞し、作品にこめられた自然や人事に対する思いを進んで

読み取ろうとしている。

・中国の文化が我が国の文化に与えた影響について積極的に理解しようとしている。

言語活動　菅原道真と白居易

・菅原道真「不出門」詩と白居易「香炉峰下……」詩とを読み比べ、それぞれに描か

れた作者の左遷地での生活の様子と心境の違いを捉える。

・漢詩特有の表現に注意して、内容を的確に捉える。

・作品の成立背景や他作品との関係をふまえて内容を解釈する。

・作品を評価することを通して、我が国の言語文化について考えを深める姿勢を養

う。

・漢詩に表れる表現の特色について理解を深める。

・我が国の文化と外国の文化との関係について理解を深める。

・菅原道真「不出門」詩と白居易「香炉峰下……」詩とを粘り強く読み比べ、それぞ

れに描かれた作者の左遷地での生活の様子と心境の違いを捉えようとしている。

中国の詩

言語活動　漢詩の字句や構成を考える

日本の詩

言語活動　菅原道真と白居易

中国の詩

・漢詩の表現や技法への理解を深め、古代中国の人々が自然や人事に向けた思いを通して考えを広げる。

・漢詩特有の表現に注意して、構成や展開、内容を的確に捉える。

・作者の考えや目的を捉えて内容を解釈し、構成や表現について評価する。

・漢詩を鑑賞して、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・漢詩の特徴について理解を深める。

・漢詩に表れる表現の特色について理解を深める。

・我が国の文化と外国の文化との関係について理解を深める。

・訓読のきまりについて理解を深める。

・漢詩の表現や技法への理解を深めるとともに、作品にこめられた作者の思いを進んで読み取ろうとしてい

る。

言語活動　漢詩の字句や構成を考える

・具体的な作品の復元作業をとおして、漢詩創作における字句の選び方や全体の構成のしかたを理解する。

・漢詩特有の表現に注意して、構成や展開、内容を的確に捉える。

・漢詩の特徴について理解を深める。

・漢詩の構成・展開のしかたについて理解を深める。

・漢詩に表れる表現の特色について理解を深める。

・我が国の文化と外国の文化との関係について理解を深める。

・作品の復元作業に積極的に取り組み、詩人が創作をする際の考え方を理解しようとしている。

日本の詩

・日本の各時代によまれた漢詩を鑑賞し、作者が漢詩に託した自然や人事に対する思いを通して考えを深め

る。

・漢詩特有の表現に注意して、構成や展開、内容を的確に捉える。

・作者の考えや目的を捉えて内容を解釈し、構成や表現について評価する。

・漢詩を鑑賞し、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・漢詩の特徴について理解を深める。

・漢詩に表れる表現の特色について理解を深める。

・我が国の文化と外国の文化との関係について理解を深める。

・訓読のきまりについて理解を深める。

・日本人がよんだ漢詩を鑑賞し、作品にこめられた自然や人事に対する思いを進んで読み取ろうとしている。

・中国の文化が我が国の文化に与えた影響について積極的に理解しようとしている。

言語活動　菅原道真と白居易

・菅原道真「不出門」詩と白居易「香炉峰下……」詩とを読み比べ、それぞれに描かれた作者の左遷地での生

活の様子と心境の違いを捉える。

・漢詩特有の表現に注意して、内容を的確に捉える。

・作品の成立背景や他作品との関係をふまえて内容を解釈する。

・作品を評価することを通して、我が国の言語文化について考えを深める姿勢を養う。

・漢詩に表れる表現の特色について理解を深める。

・我が国の文化と外国の文化との関係について理解を深める。

・菅原道真「不出門」詩と白居易「香炉峰下……」詩とを粘り強く読み比べ、それぞれに描かれた作者の左遷

地での生活の様子と心境の違いを捉えようとしている。

6

定期考査 2

万葉集

・わが国の伝統文化の一つである和歌の表現の特色を理解し、黎明期の和歌を鑑賞す

る。

・和歌という文章の種類や古典特有の表現に注意して、内容を的確に捉える。

・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深める。

・和歌の修辞などの表現の特色について理解を深める。

・我が国の文化の特質や、外国の文化との関係について理解を深める。

・文語のきまりについて理解を深める。

・和歌の修辞技法を進んで理解し、学習の見通しをもって和歌文芸の特徴を捉えよう

としている。

・題詞や歌の背景を参考にしながら作品に表れている情景や心情を読み取り、和歌を

積極的に鑑賞しようとしている。

古今和歌集

・わが国の伝統文化の一つである和歌の表現の特色を理解し、発展期の和歌を鑑賞す

る。

・和歌という文章の種類や古典特有の表現に注意して、内容を的確に捉える。

・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深める。

・和歌の修辞などの表現の特色について理解を深める。

・我が国の文化の特質について理解を深める。

・文語のきまりについて理解を深める。

・和歌の修辞技法を進んで理解し、学習の見通しをもって和歌文芸の特徴を捉えよう

としている。

・対象の捉え方や表現方法の時代による変化を理解し、和歌を積極的に鑑賞しようと

している。

新古今和歌集

・わが国の伝統文化の一つである和歌の表現の特色を理解し、成熟期の和歌を鑑賞す

る。

・和歌という文章の種類や古典特有の表現に注意して、内容を的確に捉える。

・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深める。

・和歌の修辞などの表現の特色について理解を深める。

・我が国の文化の特質について理解を深める。

・文語のきまりについて理解を深める。

・和歌の修辞技法を進んで理解し、学習の見通しをもって和歌文芸の特徴を捉えよう

としている。

・着想や表現方法の時代による変化を理解し、和歌を積極的に鑑賞しようとしてい

る。

春夏秋冬

・和歌の伝統をふまえて成立した近世の俳諧の特色を理解し、時代を追って作品を鑑

賞する。

・俳諧という文章の種類や古典特有の表現に注意して、内容を的確に捉える。

・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深める。

・俳諧の修辞などの表現の特色について理解を深める。

・我が国の文化の特質について理解を深める。

・文語のきまりについて理解を深める。

・俳諧の修辞技法を進んで理解し、学習の見通しをもって俳諧の特徴を捉えようとし

ている。

・今までの学習を生かし、俳諧の特色を理解し、俳諧を積極的に鑑賞しようとしてい

る。

言語活動　切れ字を作って俳句を作る

・「切れ字」に焦点を置き、俳句を創作する。

・古典の作品や文章を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・古典の作品や文章に表れる表現の特色について理解を深める。

・我が国の文化の特質について理解を深める。

・文語のきまりについて理解を深める。

・進んで切れ字の技法と伝統を理解し、学習課題に沿って切れ字を用いて俳句を創作

しようとしている。

万葉集

古今和歌集

新古今和歌集

春夏秋冬

言語活動　切れ字を使って俳句を作る

万葉集

・わが国の伝統文化の一つである和歌の表現の特色を理解し、黎明期の和歌を鑑賞する。

・和歌という文章の種類や古典特有の表現に注意して、内容を的確に捉える。

・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深める。

・和歌の修辞などの表現の特色について理解を深める。

・我が国の文化の特質や、外国の文化との関係について理解を深める。

・文語のきまりについて理解を深める。

・和歌の修辞技法を進んで理解し、学習の見通しをもって和歌文芸の特徴を捉えようとしている。

・題詞や歌の背景を参考にしながら作品に表れている情景や心情を読み取り、和歌を積極的に鑑賞しようとし

ている。

古今和歌集

・わが国の伝統文化の一つである和歌の表現の特色を理解し、発展期の和歌を鑑賞する。

・和歌という文章の種類や古典特有の表現に注意して、内容を的確に捉える。

・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深める。

・和歌の修辞などの表現の特色について理解を深める。

・我が国の文化の特質について理解を深める。

・文語のきまりについて理解を深める。

・和歌の修辞技法を進んで理解し、学習の見通しをもって和歌文芸の特徴を捉えようとしている。

・対象の捉え方や表現方法の時代による変化を理解し、和歌を積極的に鑑賞しようとしている。

新古今和歌集

・わが国の伝統文化の一つである和歌の表現の特色を理解し、成熟期の和歌を鑑賞する。

・和歌という文章の種類や古典特有の表現に注意して、内容を的確に捉える。

・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深める。

・和歌の修辞などの表現の特色について理解を深める。

・我が国の文化の特質について理解を深める。

・文語のきまりについて理解を深める。

・和歌の修辞技法を進んで理解し、学習の見通しをもって和歌文芸の特徴を捉えようとしている。

・着想や表現方法の時代による変化を理解し、和歌を積極的に鑑賞しようとしている。

春夏秋冬

・和歌の伝統をふまえて成立した近世の俳諧の特色を理解し、時代を追って作品を鑑賞する。

・俳諧という文章の種類や古典特有の表現に注意して、内容を的確に捉える。

・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深める。

・俳諧の修辞などの表現の特色について理解を深める。

・我が国の文化の特質について理解を深める。

・文語のきまりについて理解を深める。

・俳諧の修辞技法を進んで理解し、学習の見通しをもって俳諧の特徴を捉えようとしている。

・今までの学習を生かし、俳諧の特色を理解し、俳諧を積極的に鑑賞しようとしている。

言語活動　切れ字を作って俳句を作る

・「切れ字」に焦点を置き、俳句を創作する。

・古典の作品や文章を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・古典の作品や文章に表れる表現の特色について理解を深める。

・我が国の文化の特質について理解を深める。

・文語のきまりについて理解を深める。

・進んで切れ字の技法と伝統を理解し、学習課題に沿って切れ字を用いて俳句を創作しようとしている。

3
学
期

物語㈢

平家物語

・軍記物語を読んで、登場人物の行動と、それを支える思想や歴史的背景を理解し、

考えを深める。

・軍記物語という文章の種類や和漢混交文という古典特有の表現に注意して、構成や

展開、内容を的確に捉える。

・古典の作品や文章を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深める。

・古典の作品や文章に表れる表現の特色について理解を深める。

・我が国の文化の特質について理解を深める。

・軍記物語を思想的背景・歴史的背景に注意しながら読み、積極的に自分の考えを広

げたり深めたりしようとしている。

・文体の歴史的背景をふまえて『平家物語』を読み、学習の見通しをもって、和漢混

淆文の特色について理解を深めようとしている。

言語活動　もう一つの『平家物語』

・教科書に収録されている『平家物語』を天草版『平家物語』と比較して、言葉の違

いや変遷などについて考えを深める。

・作品の成立背景や他作品との関係をふまえて、内容の解釈を深める。

・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深める。

・古典の作品や文章に表れる表現の特色について理解を深める。

・我が国の文化の特質や、外国の文化との関係について理解を深める。

・文語のきまりについて理解を深める。

・時間の経過による言葉の変化について理解を深める。

・読書の意義と効用について理解を深める。

・学習課題に沿って、時間の経過による言葉の変化について理解を深めている。

・覚一本と天草版の言葉の使い方や表現を比較し、違いを積極的にまとめようとして

いる。

平家物語

言語活動　もう一つの『平家物語』

平家物語

・軍記物語を読んで、登場人物の行動と、それを支える思想や歴史的背景を理解し、考えを深める。

・軍記物語という文章の種類や和漢混交文という古典特有の表現に注意して、構成や展開、内容を的確に捉え

る。

・古典の作品や文章を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深める。

・古典の作品や文章に表れる表現の特色について理解を深める。

・我が国の文化の特質について理解を深める。

・軍記物語を思想的背景・歴史的背景に注意しながら読み、積極的に自分の考えを広げたり深めたりしようと

している。

・文体の歴史的背景をふまえて『平家物語』を読み、学習の見通しをもって、和漢混淆文の特色について理解

を深めようとしている。

言語活動　もう一つの『平家物語』

・教科書に収録されている『平家物語』を天草版『平家物語』と比較して、言葉の違いや変遷などについて考

えを深める。

・作品の成立背景や他作品との関係をふまえて、内容の解釈を深める。

・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深める。

・古典の作品や文章に表れる表現の特色について理解を深める。

・我が国の文化の特質や、外国の文化との関係について理解を深める。

・文語のきまりについて理解を深める。

・時間の経過による言葉の変化について理解を深める。

・読書の意義と効用について理解を深める。

・学習課題に沿って、時間の経過による言葉の変化について理解を深めている。

・覚一本と天草版の言葉の使い方や表現を比較し、違いを積極的にまとめようとしている。
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織女

・七夕伝説の由来の一つとなった説話を読み、古代中国の人々の想像力と天に対する考え方に触れる。

・小説という文章の種類をふまえて、構成や展開を的確に捉える。

・書き手の考えや目的を捉えて内容を解釈し、構成や表現について評価する。

・小説を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・小説という文章の種類とその特徴について理解を深める。

・我が国の文化と外国の文化との関係について理解を深める。

・訓読のきまりについて理解を深める。

・積極的に小説を読み、主人公である董永の人物像と、織女が董永の妻になった理由を理解しようとしてい

る。

・話にこめられた意味について、進んで説明しようとしている。

売鬼

・一般的なイメージとは異なる幽霊についての話を読み、古代中国の人々の超常的な存在に対する見方に触れ

る。

・小説という文章の種類をふまえて、構成や展開を的確に捉える。

・書き手の考えや目的を捉えて内容を解釈し、構成や表現について評価する。

・小説を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・我が国の文化と外国の文化との関係について理解を深める。

・訓読のきまりについて理解を深める。

・積極的に小説を読んで、一般的なイメージとは異なる幽霊の特徴を捉えるとともに、宋定伯が幽霊を売るこ

とができた理由を説明しようとしている。

蟻王

・説話の型の一つである動物の報恩譚を読み、夢と現実とがどのように関連しているかを読み取る。

・小説という文章の種類をふまえて、構成や展開を的確に捉える。

・書き手の考えや目的を捉えて内容を解釈し、構成や表現について評価する。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・小説という文章の種類とその特徴について理解を深める。

・我が国の文化と外国の文化との関係について理解を深める。

・訓読のきまりについて理解を深める。

・積極的に小説を読んで、動物報恩譚の型を理解するとともに、話の中で夢がどのようなはたらきをしている

かを説明しようとしている。

買粉児

・怪異譚の一つのパターンである、人が蘇生する話を読み、古代中国の人々の魂に対する考え方に触れる。

・小説という文章の種類をふまえて、構成や展開を的確に捉える。

・書き手の考えや目的を捉えて内容を解釈し、構成や表現について評価する。

・小説を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・小説という文章の種類とその特徴について理解を深める。

・我が国の文化と外国の文化との関係について理解を深める。

・訓読のきまりについて理解を深める。

・積極的に小説を読んで、登場人物である男女の心情を整理するとともに、男が生き返る奇跡が起こった理由

を説明しようとしている。

酒虫

・人に何らかの影響を及ぼす「虫」という考え方に触れ、劉氏にとっての酒虫の意味について考える。

・小説という文章の種類をふまえて、構成や展開を的確に捉える。

・書き手の考えや目的を捉えて内容を解釈し、構成や表現について評価する。

・小説を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・小説という文章の種類とその特徴について理解を深める。

・我が国の文化と外国の文化との関係について理解を深める。

・訓読のきまりについて理解を深める。

・積極的に小説を読んで、番僧が酒虫を退治した方法を整理するとともに、番僧に会う前後の劉氏の考え方の

変化を説明しようとしている。

言語活動　読み比べる・酒虫

・『酒虫』と、それを翻案した芥川龍之介の小説とを読み比べ、劉氏にとっての酒虫の意味について多角的に

考察する。

・作品の成立背景や他作品との関係をふまえて内容を解釈する。

・作品を評価することを通して、我が国の言語文化について考えを深める姿勢を養う。

・複数の作品や文章を読み比べ、論述したり発表したりする。

・古典の作品を評価することを通して、我が国の言語文化について考えを深める。

・我が国の文化と外国の文化との関係について理解を深める。

・読書の意義と効用について理解を深める。

・漢文の『酒虫』と芥川の『酒虫』とを粘り強く読み比べ、劉氏にとっての酒虫の意味について、異史氏や芥

川の見解を参照しながら多角的に考察しようとしている。

織女（捜神記）

売鬼（捜神記）

蟻王（捜神記）

買粉児（幽明録）

酒虫（聊斎志異）

言語活動　読み比べる・酒虫〈芥川龍之介〉

言語活動　読み比べる・論語と老子〈森三樹三郎〉

孟子

老子

荘子

韓非子

言語活動　名句・名言について調べる

万葉集

・わが国の伝統文化の一つである和歌の表現の特色を理解し、黎明期の和歌を鑑賞す

る。

・和歌という文章の種類や古典特有の表現に注意して、内容を的確に捉える。

・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深める。

・和歌の修辞などの表現の特色について理解を深める。

・我が国の文化の特質や、外国の文化との関係について理解を深める。

・文語のきまりについて理解を深める。

・和歌の修辞技法を進んで理解し、学習の見通しをもって和歌文芸の特徴を捉えよう

としている。

・題詞や歌の背景を参考にしながら作品に表れている情景や心情を読み取り、和歌を

積極的に鑑賞しようとしている。

古今和歌集

・わが国の伝統文化の一つである和歌の表現の特色を理解し、発展期の和歌を鑑賞す

る。

・和歌という文章の種類や古典特有の表現に注意して、内容を的確に捉える。

・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深める。

・和歌の修辞などの表現の特色について理解を深める。

・我が国の文化の特質について理解を深める。

・文語のきまりについて理解を深める。

・和歌の修辞技法を進んで理解し、学習の見通しをもって和歌文芸の特徴を捉えよう

としている。

・対象の捉え方や表現方法の時代による変化を理解し、和歌を積極的に鑑賞しようと

している。

新古今和歌集

・わが国の伝統文化の一つである和歌の表現の特色を理解し、成熟期の和歌を鑑賞す

る。

・和歌という文章の種類や古典特有の表現に注意して、内容を的確に捉える。

・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深める。

・和歌の修辞などの表現の特色について理解を深める。

・我が国の文化の特質について理解を深める。

・文語のきまりについて理解を深める。

・和歌の修辞技法を進んで理解し、学習の見通しをもって和歌文芸の特徴を捉えよう

としている。

・着想や表現方法の時代による変化を理解し、和歌を積極的に鑑賞しようとしてい

る。

春夏秋冬

・和歌の伝統をふまえて成立した近世の俳諧の特色を理解し、時代を追って作品を鑑

賞する。

・俳諧という文章の種類や古典特有の表現に注意して、内容を的確に捉える。

・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深める。

・俳諧の修辞などの表現の特色について理解を深める。

・我が国の文化の特質について理解を深める。

・文語のきまりについて理解を深める。

・俳諧の修辞技法を進んで理解し、学習の見通しをもって俳諧の特徴を捉えようとし

ている。

・今までの学習を生かし、俳諧の特色を理解し、俳諧を積極的に鑑賞しようとしてい

る。

言語活動　切れ字を作って俳句を作る

・「切れ字」に焦点を置き、俳句を創作する。

・古典の作品や文章を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・古典の作品や文章に表れる表現の特色について理解を深める。

・我が国の文化の特質について理解を深める。

・文語のきまりについて理解を深める。

・進んで切れ字の技法と伝統を理解し、学習課題に沿って切れ字を用いて俳句を創作

しようとしている。

万葉集

古今和歌集

新古今和歌集

春夏秋冬

言語活動　切れ字を使って俳句を作る

万葉集

・わが国の伝統文化の一つである和歌の表現の特色を理解し、黎明期の和歌を鑑賞する。

・和歌という文章の種類や古典特有の表現に注意して、内容を的確に捉える。

・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深める。

・和歌の修辞などの表現の特色について理解を深める。

・我が国の文化の特質や、外国の文化との関係について理解を深める。

・文語のきまりについて理解を深める。

・和歌の修辞技法を進んで理解し、学習の見通しをもって和歌文芸の特徴を捉えようとしている。

・題詞や歌の背景を参考にしながら作品に表れている情景や心情を読み取り、和歌を積極的に鑑賞しようとし

ている。

古今和歌集

・わが国の伝統文化の一つである和歌の表現の特色を理解し、発展期の和歌を鑑賞する。

・和歌という文章の種類や古典特有の表現に注意して、内容を的確に捉える。

・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深める。

・和歌の修辞などの表現の特色について理解を深める。

・我が国の文化の特質について理解を深める。

・文語のきまりについて理解を深める。

・和歌の修辞技法を進んで理解し、学習の見通しをもって和歌文芸の特徴を捉えようとしている。

・対象の捉え方や表現方法の時代による変化を理解し、和歌を積極的に鑑賞しようとしている。

新古今和歌集

・わが国の伝統文化の一つである和歌の表現の特色を理解し、成熟期の和歌を鑑賞する。

・和歌という文章の種類や古典特有の表現に注意して、内容を的確に捉える。

・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深める。

・和歌の修辞などの表現の特色について理解を深める。

・我が国の文化の特質について理解を深める。

・文語のきまりについて理解を深める。

・和歌の修辞技法を進んで理解し、学習の見通しをもって和歌文芸の特徴を捉えようとしている。

・着想や表現方法の時代による変化を理解し、和歌を積極的に鑑賞しようとしている。

春夏秋冬

・和歌の伝統をふまえて成立した近世の俳諧の特色を理解し、時代を追って作品を鑑賞する。

・俳諧という文章の種類や古典特有の表現に注意して、内容を的確に捉える。

・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深める。

・俳諧の修辞などの表現の特色について理解を深める。

・我が国の文化の特質について理解を深める。

・文語のきまりについて理解を深める。

・俳諧の修辞技法を進んで理解し、学習の見通しをもって俳諧の特徴を捉えようとしている。

・今までの学習を生かし、俳諧の特色を理解し、俳諧を積極的に鑑賞しようとしている。

言語活動　切れ字を作って俳句を作る

・「切れ字」に焦点を置き、俳句を創作する。

・古典の作品や文章を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・古典の作品や文章に表れる表現の特色について理解を深める。

・我が国の文化の特質について理解を深める。

・文語のきまりについて理解を深める。

・進んで切れ字の技法と伝統を理解し、学習課題に沿って切れ字を用いて俳句を創作しようとしている。

3
学
期

諸家の思想

言語活動　読み比べる・論語と老子

・儒家と道家について解説した文章を参照しつつ、『論語』と『老子』の本文を読み

比べ、両者の思想の共通点と相違点を捉える。

・作品の成立背景や他作品との関係をふまえて内容を解釈する。

・思想を述べた文章や関連する解説文を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿

勢を養う。

・思想を述べた文章を読み、その内容や形式、語彙などに関連した課題に応じて調査

した成果をまとめたり発表したりする。

・複数の作品や文章を読み比べ、論述したり発表したりする。

・古典の作品を評価することを通して、我が国の言語文化について考えを深める。

・読書の意義と効用について理解を深める。

・儒家と道家についての解説文を参照しつつ、『論語』と『老子』とを粘り強く読み

比べ、両者の思想の共通点と相違点を説明しようとしている。

孟子

・『論語』と並ぶ儒家の古典である『孟子』を読み、古代中国思想について理解す

る。

・思想という文章の種類をふまえて、構成や展開を的確に捉える。

・書き手の考えや目的を捉えて内容を解釈し、構成や表現について評価する。

・思想を述べた文章を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・思想を述べた文章の特徴について理解を深める。

・我が国の文化と外国の文化との関係について理解を深める。

・訓読のきまりについて理解を深める。

・積極的に『孟子』を読み、孟子が政治に「仁義」を求める理由と、彼の「人性」に

対する考えを説明しようとしている。

老子

・儒家と対立する道家の古典である『老子』を読み、古代中国思想について理解す

る。

・思想という文章の種類をふまえて、構成や展開を的確に捉える。

・書き手の考えや目的を捉えて内容を解釈し、構成や表現について評価する。

・思想を述べた文章を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・思想を述べた文章の特徴について理解を深める。

・我が国の文化と外国の文化との関係について理解を深める。

・訓読のきまりについて理解を深める。

・積極的に『老子』を読み、老子が批判する世の中の考え方と、彼の主張について説

明しようとしている。

荘子

・儒家と対立する道家の古典である『荘子』を読み、古代中国思想について理解す

る。

・思想という文章の種類をふまえて、構成や展開を的確に捉える。

・書き手の考えや目的を捉えて内容を解釈し、構成や表現について評価する。

・思想を述べた文章を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・思想を述べた文章の特徴について理解を深める。

・我が国の文化と外国の文化との関係について理解を深める。

・訓読のきまりについて理解を深める。

・積極的に『荘子』を読み、比喩や寓言にこめられた荘子の主張について説明しよう

としている。

韓非子

・儒家と対立する法家の古典である『韓非子』を読み、古代中国思想について理解す

る。

・思想という文章の種類をふまえて、構成や展開を的確に捉える。

・書き手の考えや目的を捉えて内容を解釈し、構成や表現について評価する。

・思想を述べた文章を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・我が国の文化と外国の文化との関係について理解を深める。

・訓読のきまりについて理解を深める。

・積極的に『韓非子』を読み、韓非が主張する国を治めるための方策について説明し

ようとしている。

言語活動　名句・名言について調べる

・『論語』を出典とする名句・名言について、意味や使用場面を調査し、その結果を

発表する。

・作品を評価することを通して、我が国の言語文化について考えを深める姿勢を養

う。

・我が国の文化と外国の文化との関係について理解を深める。

・『論語』を出典とする名句が現代の日本語にもたらした影響について理解を深め

る。

・名句・名言の意味と使用場面を進んで調べ、その結果をわかりやすく発表しようと

している。

言語活動　読み比べる・論語と老子

・儒家と道家について解説した文章を参照しつつ、『論語』と『老子』の本文を読み比べ、両者の思想の共通

点と相違点を捉える。

・作品の成立背景や他作品との関係をふまえて内容を解釈する。

・思想を述べた文章や関連する解説文を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・思想を述べた文章を読み、その内容や形式、語彙などに関連した課題に応じて調査した成果をまとめたり発

表したりする。

・複数の作品や文章を読み比べ、論述したり発表したりする。

・古典の作品を評価することを通して、我が国の言語文化について考えを深める。

・読書の意義と効用について理解を深める。

・儒家と道家についての解説文を参照しつつ、『論語』と『老子』とを粘り強く読み比べ、両者の思想の共通

点と相違点を説明しようとしている。

孟子

・『論語』と並ぶ儒家の古典である『孟子』を読み、古代中国思想について理解する。

・思想という文章の種類をふまえて、構成や展開を的確に捉える。

・書き手の考えや目的を捉えて内容を解釈し、構成や表現について評価する。

・思想を述べた文章を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・思想を述べた文章の特徴について理解を深める。

・我が国の文化と外国の文化との関係について理解を深める。

・訓読のきまりについて理解を深める。

・積極的に『孟子』を読み、孟子が政治に「仁義」を求める理由と、彼の「人性」に対する考えを説明しよう

としている。

老子

・儒家と対立する道家の古典である『老子』を読み、古代中国思想について理解する。

・思想という文章の種類をふまえて、構成や展開を的確に捉える。

・書き手の考えや目的を捉えて内容を解釈し、構成や表現について評価する。

・思想を述べた文章を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・思想を述べた文章の特徴について理解を深める。

・我が国の文化と外国の文化との関係について理解を深める。

・訓読のきまりについて理解を深める。

・積極的に『老子』を読み、老子が批判する世の中の考え方と、彼の主張について説明しようとしている。

荘子

・儒家と対立する道家の古典である『荘子』を読み、古代中国思想について理解する。

・思想という文章の種類をふまえて、構成や展開を的確に捉える。

・書き手の考えや目的を捉えて内容を解釈し、構成や表現について評価する。

・思想を述べた文章を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・思想を述べた文章の特徴について理解を深める。

・我が国の文化と外国の文化との関係について理解を深める。

・訓読のきまりについて理解を深める。

・積極的に『荘子』を読み、比喩や寓言にこめられた荘子の主張について説明しようとしている。

韓非子

・儒家と対立する法家の古典である『韓非子』を読み、古代中国思想について理解する。

・思想という文章の種類をふまえて、構成や展開を的確に捉える。

・書き手の考えや目的を捉えて内容を解釈し、構成や表現について評価する。

・思想を述べた文章を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・我が国の文化と外国の文化との関係について理解を深める。

・訓読のきまりについて理解を深める。

・積極的に『韓非子』を読み、韓非が主張する国を治めるための方策について説明しようとしている。

言語活動　名句・名言について調べる

・『論語』を出典とする名句・名言について、意味や使用場面を調査し、その結果を発表する。

・作品を評価することを通して、我が国の言語文化について考えを深める姿勢を養う。

・我が国の文化と外国の文化との関係について理解を深める。

・『論語』を出典とする名句が現代の日本語にもたらした影響について理解を深める。

・名句・名言の意味と使用場面を進んで調べ、その結果をわかりやすく発表しようとしている。

織女

・七夕伝説の由来の一つとなった説話を読み、古代中国の人々の想像力と天に対する

考え方に触れる。

・小説という文章の種類をふまえて、構成や展開を的確に捉える。

・書き手の考えや目的を捉えて内容を解釈し、構成や表現について評価する。

・小説を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・小説という文章の種類とその特徴について理解を深める。

・我が国の文化と外国の文化との関係について理解を深める。

・訓読のきまりについて理解を深める。

・積極的に小説を読み、主人公である董永の人物像と、織女が董永の妻になった理由

を理解しようとしている。

・話にこめられた意味について、進んで説明しようとしている。

売鬼

・一般的なイメージとは異なる幽霊についての話を読み、古代中国の人々の超常的な

存在に対する見方に触れる。

・小説という文章の種類をふまえて、構成や展開を的確に捉える。

・書き手の考えや目的を捉えて内容を解釈し、構成や表現について評価する。

・小説を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・我が国の文化と外国の文化との関係について理解を深める。

・訓読のきまりについて理解を深める。

・積極的に小説を読んで、一般的なイメージとは異なる幽霊の特徴を捉えるととも

に、宋定伯が幽霊を売ることができた理由を説明しようとしている。

蟻王

・説話の型の一つである動物の報恩譚を読み、夢と現実とがどのように関連している

かを読み取る。

・小説という文章の種類をふまえて、構成や展開を的確に捉える。

・書き手の考えや目的を捉えて内容を解釈し、構成や表現について評価する。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・小説という文章の種類とその特徴について理解を深める。

・我が国の文化と外国の文化との関係について理解を深める。

・訓読のきまりについて理解を深める。

・積極的に小説を読んで、動物報恩譚の型を理解するとともに、話の中で夢がどのよ

うなはたらきをしているかを説明しようとしている。

買粉児

・怪異譚の一つのパターンである、人が蘇生する話を読み、古代中国の人々の魂に対

する考え方に触れる。

・小説という文章の種類をふまえて、構成や展開を的確に捉える。

・書き手の考えや目的を捉えて内容を解釈し、構成や表現について評価する。

・小説を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・小説という文章の種類とその特徴について理解を深める。

・我が国の文化と外国の文化との関係について理解を深める。

・訓読のきまりについて理解を深める。

・積極的に小説を読んで、登場人物である男女の心情を整理するとともに、男が生き

返る奇跡が起こった理由を説明しようとしている。

酒虫

・人に何らかの影響を及ぼす「虫」という考え方に触れ、劉氏にとっての酒虫の意味

について考える。

・小説という文章の種類をふまえて、構成や展開を的確に捉える。

・書き手の考えや目的を捉えて内容を解釈し、構成や表現について評価する。

・小説を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・小説という文章の種類とその特徴について理解を深める。

・我が国の文化と外国の文化との関係について理解を深める。

・訓読のきまりについて理解を深める。

・積極的に小説を読んで、番僧が酒虫を退治した方法を整理するとともに、番僧に会

う前後の劉氏の考え方の変化を説明しようとしている。

言語活動　読み比べる・酒虫

・『酒虫』と、それを翻案した芥川龍之介の小説とを読み比べ、劉氏にとっての酒虫

の意味について多角的に考察する。

・作品の成立背景や他作品との関係をふまえて内容を解釈する。

・作品を評価することを通して、我が国の言語文化について考えを深める姿勢を養

う。

・複数の作品や文章を読み比べ、論述したり発表したりする。

・古典の作品を評価することを通して、我が国の言語文化について考えを深める。

・我が国の文化と外国の文化との関係について理解を深める。

・読書の意義と効用について理解を深める。

・漢文の『酒虫』と芥川の『酒虫』とを粘り強く読み比べ、劉氏にとっての酒虫の意

味について、異史氏や芥川の見解を参照しながら多角的に考察しようとしている。

5○○○
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○ ○

○

合計

105

言語活動　読み比べる・論語と老子〈森三樹三郎〉

孟子

老子

荘子

韓非子

言語活動　名句・名言について調べる

3
学
期

定期考査 1

諸家の思想

言語活動　読み比べる・論語と老子

・儒家と道家について解説した文章を参照しつつ、『論語』と『老子』の本文を読み

比べ、両者の思想の共通点と相違点を捉える。

・作品の成立背景や他作品との関係をふまえて内容を解釈する。

・思想を述べた文章や関連する解説文を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿

勢を養う。

・思想を述べた文章を読み、その内容や形式、語彙などに関連した課題に応じて調査

した成果をまとめたり発表したりする。

・複数の作品や文章を読み比べ、論述したり発表したりする。

・古典の作品を評価することを通して、我が国の言語文化について考えを深める。

・読書の意義と効用について理解を深める。

・儒家と道家についての解説文を参照しつつ、『論語』と『老子』とを粘り強く読み

比べ、両者の思想の共通点と相違点を説明しようとしている。

孟子

・『論語』と並ぶ儒家の古典である『孟子』を読み、古代中国思想について理解す

る。

・思想という文章の種類をふまえて、構成や展開を的確に捉える。

・書き手の考えや目的を捉えて内容を解釈し、構成や表現について評価する。

・思想を述べた文章を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・思想を述べた文章の特徴について理解を深める。

・我が国の文化と外国の文化との関係について理解を深める。

・訓読のきまりについて理解を深める。

・積極的に『孟子』を読み、孟子が政治に「仁義」を求める理由と、彼の「人性」に

対する考えを説明しようとしている。

老子

・儒家と対立する道家の古典である『老子』を読み、古代中国思想について理解す

る。

・思想という文章の種類をふまえて、構成や展開を的確に捉える。

・書き手の考えや目的を捉えて内容を解釈し、構成や表現について評価する。

・思想を述べた文章を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・思想を述べた文章の特徴について理解を深める。

・我が国の文化と外国の文化との関係について理解を深める。

・訓読のきまりについて理解を深める。

・積極的に『老子』を読み、老子が批判する世の中の考え方と、彼の主張について説

明しようとしている。

荘子

・儒家と対立する道家の古典である『荘子』を読み、古代中国思想について理解す

る。

・思想という文章の種類をふまえて、構成や展開を的確に捉える。

・書き手の考えや目的を捉えて内容を解釈し、構成や表現について評価する。

・思想を述べた文章を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・思想を述べた文章の特徴について理解を深める。

・我が国の文化と外国の文化との関係について理解を深める。

・訓読のきまりについて理解を深める。

・積極的に『荘子』を読み、比喩や寓言にこめられた荘子の主張について説明しよう

としている。

韓非子

・儒家と対立する法家の古典である『韓非子』を読み、古代中国思想について理解す

る。

・思想という文章の種類をふまえて、構成や展開を的確に捉える。

・書き手の考えや目的を捉えて内容を解釈し、構成や表現について評価する。

・思想を述べた文章を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・我が国の文化と外国の文化との関係について理解を深める。

・訓読のきまりについて理解を深める。

・積極的に『韓非子』を読み、韓非が主張する国を治めるための方策について説明し

ようとしている。

言語活動　名句・名言について調べる

・『論語』を出典とする名句・名言について、意味や使用場面を調査し、その結果を

発表する。

・作品を評価することを通して、我が国の言語文化について考えを深める姿勢を養

う。

・我が国の文化と外国の文化との関係について理解を深める。

・『論語』を出典とする名句が現代の日本語にもたらした影響について理解を深め

る。

・名句・名言の意味と使用場面を進んで調べ、その結果をわかりやすく発表しようと

している。

言語活動　読み比べる・論語と老子

・儒家と道家について解説した文章を参照しつつ、『論語』と『老子』の本文を読み比べ、両者の思想の共通

点と相違点を捉える。

・作品の成立背景や他作品との関係をふまえて内容を解釈する。

・思想を述べた文章や関連する解説文を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・思想を述べた文章を読み、その内容や形式、語彙などに関連した課題に応じて調査した成果をまとめたり発

表したりする。

・複数の作品や文章を読み比べ、論述したり発表したりする。

・古典の作品を評価することを通して、我が国の言語文化について考えを深める。

・読書の意義と効用について理解を深める。

・儒家と道家についての解説文を参照しつつ、『論語』と『老子』とを粘り強く読み比べ、両者の思想の共通

点と相違点を説明しようとしている。

孟子

・『論語』と並ぶ儒家の古典である『孟子』を読み、古代中国思想について理解する。

・思想という文章の種類をふまえて、構成や展開を的確に捉える。

・書き手の考えや目的を捉えて内容を解釈し、構成や表現について評価する。

・思想を述べた文章を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・思想を述べた文章の特徴について理解を深める。

・我が国の文化と外国の文化との関係について理解を深める。

・訓読のきまりについて理解を深める。

・積極的に『孟子』を読み、孟子が政治に「仁義」を求める理由と、彼の「人性」に対する考えを説明しよう

としている。

老子

・儒家と対立する道家の古典である『老子』を読み、古代中国思想について理解する。

・思想という文章の種類をふまえて、構成や展開を的確に捉える。

・書き手の考えや目的を捉えて内容を解釈し、構成や表現について評価する。

・思想を述べた文章を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・思想を述べた文章の特徴について理解を深める。

・我が国の文化と外国の文化との関係について理解を深める。

・訓読のきまりについて理解を深める。

・積極的に『老子』を読み、老子が批判する世の中の考え方と、彼の主張について説明しようとしている。

荘子

・儒家と対立する道家の古典である『荘子』を読み、古代中国思想について理解する。

・思想という文章の種類をふまえて、構成や展開を的確に捉える。

・書き手の考えや目的を捉えて内容を解釈し、構成や表現について評価する。

・思想を述べた文章を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・思想を述べた文章の特徴について理解を深める。

・我が国の文化と外国の文化との関係について理解を深める。

・訓読のきまりについて理解を深める。

・積極的に『荘子』を読み、比喩や寓言にこめられた荘子の主張について説明しようとしている。

韓非子

・儒家と対立する法家の古典である『韓非子』を読み、古代中国思想について理解する。

・思想という文章の種類をふまえて、構成や展開を的確に捉える。

・書き手の考えや目的を捉えて内容を解釈し、構成や表現について評価する。

・思想を述べた文章を読み、自分のものの見方や考え方を深める姿勢を養う。

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・我が国の文化と外国の文化との関係について理解を深める。

・訓読のきまりについて理解を深める。

・積極的に『韓非子』を読み、韓非が主張する国を治めるための方策について説明しようとしている。

言語活動　名句・名言について調べる

・『論語』を出典とする名句・名言について、意味や使用場面を調査し、その結果を発表する。

・作品を評価することを通して、我が国の言語文化について考えを深める姿勢を養う。

・我が国の文化と外国の文化との関係について理解を深める。

・『論語』を出典とする名句が現代の日本語にもたらした影響について理解を深める。

・名句・名言の意味と使用場面を進んで調べ、その結果をわかりやすく発表しようとしている。

6○○



国語 

科目（講座名） 現代文Ｂ ２単位 学校必履修 

教科書 現代文Ｂ（教育出版） 

担当教員  

副教材 

 
高校生必修語彙ノート（桐原書店） 
ニューグレード現代文Ⅲ（桐原書店） 
国語便覧（数研出版） 

 

学習の目標 

・近代以降の様々な文章を読む能力を高める。 

・様々な文章を読むことで、ものの見方、感じ方、考え方を深める。 

・大学入試現代文に対応できるよう、自力で問題を解く力を身につける。 

 

授業内容 

（１）現代文   （ア）随筆 

         （イ）小説 

         （ウ）評論 

 

学習方法 

・読解の基本として高度な要約方法を学ばせる。 

・論理的な文章の展開を正確につかませる。 

・大学入試問題を解きながら、問題を解いて、自分が弱い点をつかませる。 

 

評価の観点 

関心・意欲・態度 様々な形態の文章に対して、意欲的に授業に臨んでいる。 

話す・聞く能力 様々なものの見方や考え方を正確に表現できる。 

書く能力 筆者の主張を正確に文章化できる。 

読む能力 主題をとらえ、それを自分の考え方と比較できる。 

知識・理解 それぞれの文章に対して、理解や知識を得ている。 

 

評価方法 

１．年４回の定期考査を行う。 

２．ノート、提出物の点検を行う。 

３．出席状況、学習態度などを年間を通して考慮する。 



国語 

年間計画 

学期 月 
配当 

時間 
単元 学習内容 学習上の留意点 

１ ４ 

 

５ 

 

６ 

 

７ 

 

26  ①随想 

 

 ②小説一 

 

 ③評論一 

 

  

①随筆の特質を理解し、

読解力を向上させる。 

②現代小説のテーマや方

法の多様性を知る。 

③文章の論理的構造に着

目して、評論文を論理的

に解析し、理解する方法

を指導する。 

①忘れてはならない記憶としての水

俣病を、人々の生活と言葉を通して考

えさせる。「同情」という言葉の意味

を読み取り、人間の生および文学にお

ける想像力について考えさせる。 

②語句を調べたり、表現上の特徴を分

析したりすることで、豊かな語彙力や

幅広い表現力を養う。 

③「記号論」や「テクスト論」の基本

について理解し、現代の指導について

の関心を喚起する。 

２ ９ 

 

 

10 

 

 

11 

 

 

12 

28  ①詩 

 

②評論二 

 

 ③小説二 

 

 ④評論三 

 

  

①近代詩、近代日本語の

美しい韻律・レトリック

についてまとめる。 

②論理的な文章の読解力

を高め、論理的な思考力、

表現力について自己の力

を知る。 

③極限状況に置かれた人

間の心理を通して、近代

戦争と人間との関係につ

いての考えを深めさせ

る。 

④文章の構成や展開を確

かめながら、筆者の主張

を読み取らせる。 

①それぞれの詩を学び、日本近代文学

詩の特徴であるリズムや形式、比喩な

どについて指導する。 

②資本主義やアイデンティティとい

った、現代社会が直面する問題につい

て認識を深め、自己の問題意識を明確

にしながら、自己を見つめさせ、そこ

から自己の「レゾン・デートル」をつ

かませる試みを行う。 

③戦後社会の実態を通して、戦後日本

の置かれていた状況や、そこに露呈し

た人間存在について考えさせる。そこ

には何が存在し、何が存在しえなかっ

たのかについての討議をアクティブ

ラーニングの形で行いたいと考える。 

④深層心理学や社会学の観点から、意

識と無意識の関係や、幻想世界との関

わりについて深い理解を促していく。 

３ 

 

１ 

 

 

２ 

 

 

３ 

16  ①小説三 

 

 ②評論四 

①近代文学の古典と位置

づけられ、新指導要領で

も大きく扱われている作

品を通して、人間の生き

方について学ばせる。 

②現代社会の現状を客観

的に分析させる。 

①作中人物の境遇や性格を確実に把

握させたうえで、それらの人物の行動

と心理を分析し、正確に把握させる。

そしてそれが倫理的に正しいかどう

かという点についても考えさせる。 

②現代技術の進歩とそれがなげかけ

ている倫理の問題から、これからの私

たちに課せられている問題点につい

ての考察を深く行っていく。 

 

 



国語 

科目（講座名） 現代文演習 ２単位 自由選択 

教科書 なし 

担当教員  
副教材 

 大学入試演習 スタディアーク 現代文（第

一学習社） 

 共通テスト代作【実力養成】重要問題演習 

現代文（Learn-S） 

 

学習の目標 

・近代以降の様々な文章を読む能力を高める。 

・現代文の問題を演習形式で解き、大学入試に必要な知識、読解力、表現力を得る。 

 

授業内容 

（１）知識の習得 

（２）問題演習 

 

学習方法 

・基本的な知識項目を学ばせる。 

・問題演習によって、実践力を身に付けさせる。 

 

評価の観点 

関心・意欲・態度 積極的に学ぶ意欲があるかどうか。 

話す・聞く能力 説明を確実に理解し、理解した内容を自分で説明できるかどうか。 

書く能力 記述問題において、設問に沿った記述ができるかどうか。 

読む能力 長文の作品でも設問に向けて読み進める力があるかどうか。 

知識・理解 知識項目をしっかりと学習し、また問題文の内容を理解できるかどうか。 

 

評価方法 

１．年４回の定期考査を行う。 

２．毎時間、課題の確認を行う。 

 

 

 

 

 

 



国語 

年間計画 

学期 月 配当 

時間 

単元 学習内容 学習上の留意点 

１ ４ 

 

５ 

 

６ 

 

７ 

 

26 ①問題演習（評論） 

 

 

 

 

 

 

②問題演習（小説） 

 

 

 

③語彙確認 

①大学入試演習

として幅広い問

題の演習に取り

組む 

 

 

 

②共通テストの

実力養成問題を

演習する。 

 

③現代文の問題

で使用される語

彙を身につける 

①個人による問題読解・ペアもし

くはグループによる相互説明及び

確認・考えの発表および教員によ

る解説に分け、講義のみではなく

主体的な態度の育成と各自の気づ

きを基にした授業展開とする 

 

②各自自宅での学習教材として使

用する。 

 

 

③定期的に確認問題による定着度

の確認を行う 

２ ９ 

 

 

10 

 

 

11 

 

 

12 

28 ①問題演習（評論） 

 

 

 

 

 

 

②問題演習（小説） 

 

 

 

③語彙確認 

①大学入試演習

として幅広い問

題の演習に取り

組む 

 

 

 

②共通テストの

実力養成問題を

演習する。 

 

③現代文の問題

で使用される語

彙を身につける 

①個人による問題読解・ペアもし

くはグループによる相互説明及び

確認・考えの発表および教員によ

る解説に分け、講義のみではなく

主体的な態度の育成と各自の気づ

きを基にした授業展開とする 

 

②各自自宅での学習教材として使

用する。 

 

 

③定期的に確認問題による定着度

の確認を行う 

３ １ 

 

 

２ 

 

 

３ 

16 ①問題演習（評論） 

 

 

 

 

 

 

②問題演習（小説） 

 

 

 

③語彙確認 

①大学入試演習

として幅広い問

題の演習に取り

組む 

 

 

 

②共通テストの

実力養成問題を

演習する。 

 

③現代文の問題

で使用される語

彙を身につける 

①個人による問題読解・ペアもし

くはグループによる相互説明及び

確認・考えの発表および教員によ

る解説に分け、講義のみではなく

主体的な態度の育成と各自の気づ

きを基にした授業展開とする 

 

②各自自宅での学習教材として使

用する。 

 

 

③定期的に確認問題による定着度

の確認を行う 

 

 



国語 

科目（講座名） 古典Ｂ ３単位 自由選択 

教科書 標準古典Ｂ（第一学習社） 

担当教員  

副教材 

重要古文単語３１５（桐原書店） 
解析古典文法（桐原書店） 
国語便覧（数研出版） 
ニューグレード古文読解Ⅲ（桐原書店） 

 

学習の目標 

・古語、古典文法、古典常識を学び、古典文学を発展的に読解する。 

・古典文学に登場する人物とその背景を知る。 

・大学入試に適応する実力をつける。 

 

授業内容 

（１）古典  （ア）古文 

       （イ）大学入試演習 

 

学習方法 

・古文は応用的な文法事項（とくに助詞、助動詞）を読解に用いる。 

・大学入試用問題集で演習を重ねる。 

 

 

評価の観点 

関心・意欲・態度 文章に関する興味、関心について評価する。 

話す・聞く能力 古文の音読を正確にできるかどうかを評価する。 

書く能力 古文を正確に書き取り、設問に答えられるかどうかを評価する。 

読む能力 

古文については、人物背景を正確につかみ、心情を理解できるかどうか

を評価する。とくに大学入試に適応できる力を養成する。 

 

知識・理解 入試に必要な文法を理解できるかどうかを評価する。 

 

評価方法 

１．年４回の定期考査を行う。 

２．ノート、提出物の点検を行う。 

３．出席状況、学習態度などを年間を通して考慮する。 



国語 

年間計画 

学期 月 
配当 

時間 
単元 学習内容 学習上の留意点 

１ ４ 

 

５ 

 

６ 

 

７ 

 

39 ①伝承・説話 

 

②物語一 

 

③俳諧 

 

④大学入試

演習 

 

 

①どのような関心によ

って語り伝えられたの

かを知る。 

②仮名散文の発達期に

かかれた物語文学の多

彩さを味わわせる。 

③俳諧独自の表現に慣

れさせる。 

④助詞・助動詞を中心

に読解を進め、大学入

試という目的をきちん

と定めさせる。 

①報恩譚、因果関係、伝奇性などを中

心に、読解を進め、生徒の関心を引く

とともに、内容を深く考えさせる。 

②登場人物の行動と心情を的確につ

かませる。 

③俳人の俳風や近世を通じての俳風

の歴史的変化に目を向けさせる。 

④『発心集』『宇治拾遺物語』『平治物

語』『増鏡』『玉勝間』『古今著聞集』

『沙石集』を中心に読解を進め、受験

の根本的姿勢を形づくる。また、自分

のいままでの学習態度を振り返らせ

ながら、受験に向けた勉強を示唆す

る。 

２ ９ 

 

 

10 

 

 

11 

 

 

12 

42 ①物語二 

 

②日記 

 

③大学入試

問題 

①戯曲的設定や複雑な

人間関係がどのように

描かれているのかをつ

かませ、読解の根本を

つかませる。 

②代表的な女性日記文

学を読み味わい、その

特色を理解させる。 

③副詞・敬語・和歌の修

辞法・語の識別法など

を中心に授業を進め、

大学入試レベルに実力

を高める。 

①『大鏡』に独特の世界を知らしめ、

敬語から人物を特定する方法やスト

ーリーの展開を読み取らせる。『源氏

物語』の筋を知り、その人間関係をつ

かみ、膨大な物語の全体像をつかませ

る。主人公光源氏とこれをめぐる諸人

物たちの関係性や諸相について、深く

考察させる。敬語表現にとくに注目さ

せ、敬語のもつ本質的な働きをつかま

せる。 

②それぞれの作者の生きた時代や立

場の違いをつかませる。 

③『古今著聞集』『讃岐典侍日記』『蜻

蛉日記』『平家物語』『俊頼髄脳』『花

月草紙』『無名草子』『源氏物語』 

を中心に読解を進め、受験の発展的な

指導を行う。 

３ 

 

１ 

 

 

２ 

 

 

３ 

24 ①評論 

 

②大学入試

問題 

①古典文学を創り育て

た人々の古典に寄せる

真摯な思いを理解させ

る。また芸術や文化を

尊重する心を養う。 

②語句の識別法を中心

にし、大学入試の最終

段階を学ばせる。 

①時代や分野の異なる評論を読み、話

題にされている文学のジャンルを超

えた共通点や相違点について考えさ

せる。各評論に示された古人のものの

見方、感じ方をふまえ、読解を進める。 

②『枕草子』『栄花物語』『夜の寝覚』

『蜻蛉日記』『堤中納言物語』『落窪緒

物語』を中心に長文の作品を読ませ、

受験の最終局面において、自己の能力

を確かめさせる。 

 

 



国語 

科目（講座名） 古典Ｂ ４単位 自由選択 

教科書 標準古典Ｂ（第一学習社） 

担当教員  

副教材 

重要古文単語３１５（桐原書店） 
解析古典文法（桐原書店） 
国語便覧（数研出版） 
ニューグレード古典読解Ⅲ（桐原書店） 
漢文必携・チェックノート（桐原書店） 

 

学習の目標 

・古語、古典文法、古典常識を学び、古典文学を発展的に読解する。 

・古典文学に登場する人物とその背景を知る。 

・大学入試に適応する実力をつける。 

 

授業内容 

（１）古典  （ア）古文 

       （イ）漢文 

（ウ）大学入試演習 

 

学習方法 

・古文は応用的な文法事項（とくに助詞、助動詞）を読解に用いる。 

・漢文は句法を最終的にまとめることで、読解を進める。 

・大学入試用問題集で演習を重ねる。 

 

 

評価の観点 

関心・意欲・態度 文章に関する興味、関心について評価する。 

話す・聞く能力 古文・漢文の音読を正確にできるかどうかを評価する。 

書く能力 古文・漢文を正確に書き取り、設問に答えられるかどうかを評価する。 

読む能力 

古文・漢文について、人物背景を正確につかみ、心情を理解できるかど

うかを評価する。とくに大学入試に適応できる力を養成する。 

 

知識・理解 入試に必要な文法・句法を理解できるかどうかを評価する。 

 

評価方法 

１．年４回の定期考査を行う。 

２．ノート、提出物の点検を行う。 

３．出席状況、学習態度などを年間を通して考慮する。 



国語 

年間計画 

学期 月 
配当 

時間 
単元 学習内容 学習上の留意点 

１ ４ 

 

５ 

 

６ 

 

７ 

 

52 ①伝承・説話 

 

②物語一 

 

③俳諧 

 

④逸話 

 

⑤大学入試演習 

 

 

①どのような関

心によって語り

伝えられたのか

を知る。 

②仮名散文の発

達期にかかれた

物語文学の多彩

さを味わわせる。 

③俳諧独自の表

現に慣れさせる。 

④訓読法を学ぶ。 

⑤助詞・助動詞を

中心に読解を進

め、自己の目的を

定めさせる。 

①報恩譚、因果関係、伝奇性などを中心

に、読解を進め、生徒の関心を引くとと

もに、内容を考えさせる。 

②登場人物の行動と心情を的確につか

ませる。 

③俳人の俳風や近世を通じての俳風の

歴史的変化に目を向けさせる。 

④語句・句法に注意させる。 

⑤『発心集』『宇治拾遺物語』『平治物

語』『増鏡』『玉勝間』『古今著聞集』『沙

石集』を中心に読解を進め、受験の根本

的姿勢を形づくる。また、自分のいまま

での学習態度を振り返らせながら、受

験に向けた勉強を示唆する。 

２ ９ 

 

 

10 

 

 

11 

 

 

12 

56 ①物語二 

 

②日記 

 

③漢詩の鑑賞 

 

④史記の群像 

 

⑤大学入試問題 

①戯曲的設定や

複雑な人間関係

をつかませる。 

②代表的な女性

日記文学を読み

味わわせる。 

③古体詩の形式

と内容を知る。 

④長い文章の漢

文に慣れ、訓読上

のきまりを学ぶ。 

⑤副詞・敬語・和

歌の修辞法・語の

識別法などを中

心に授業を進め、

大学入試レベル

に実力を高める。 

①『大鏡』『源氏物語』の筋を知り、そ

の人間関係をつかみ、膨大な物語の全

体像をつかませる。主人公光源氏とこ

れをめぐる諸人物たちの関係性や諸相

について、深く考察させる。敬語表現に

とくに注目させ、敬語のもつ働きをつ

かませる。 

②それぞれの作者の生きた時代や立場

の違いをつかませる。 

③時代背景に注意を払わせる。 

④中国古代の社会状況や政治思想を指

導する。 

⑤『古今著聞集』『讃岐典侍日記』『蜻蛉

日記』『平家物語』『俊頼髄脳』『花月草

紙』『無名草子』『源氏物語』 

を中心に読解を進め、受験の発展的な

指導を行う。 

３ 

 

１ 

 

 

２ 

 

 

３ 

32 ①評論 

 

②名家の文章 

 

③大学入試問題 

①古典文学を創

り育てた人々の

古典に寄せる思

いを理解させる。 

②中国の代表的

な文章を味わわ

せる。 

③語句の識別法

を中心にし、大学

入試の最終段階

を学ばせる。 

①時代や分野の異なる評論を読み、話

題にされている文学のジャンルを超え

た共通点や相違点について考えさせ

る。 

②擬人法、対句、寓意などに注意し、作

者の主張をつかませる。 

③『枕草子』『栄花物語』『夜の寝覚』『蜻

蛉日記』『堤中納言物語』『落窪緒物語』

を中心に長文の作品を読ませ、受験の

最終局面において、自己の能力を確か

めさせる。 

 



国語 

科目（講座名） 実用国語 ２単位 自由選択 

教科書 なし 

担当教員  

副教材 

 
パスポート国語必携（桐原書店） 

 

学習の目標 

 

就職・公務員・専門学校の入試に向けた、基礎的な教養を身に付ける。 

 

授業内容 

 

漢字・語句・作文・一般常識の指導を基本とする。 

 

学習方法 

（１）漢字・語句 

（２）作文 

（３）一般常識 

 

評価の観点 

関心・意欲・態度 自分の教養を伸ばすつもりがあるかどうか。 

話す・聞く能力 一般教養について知識を得て、それを発表できるかどうか。 

書く能力 作文を正しく記述できるかどうか。 

読む能力 漢字・語句に注意して文章を読めるかどうか。 

知識・理解 一般常識の知識を理解できるかどうか。 

 

評価方法 

１．漢字、語句の小テスト（年間 20 回） 

２．作文の課題提出 

３．定期考査２回 



国語 

年間計画 

学期 月 
配当 

時間 
単元 学習内容 学習上の留意点 

１ ４ 

 

５ 

 

６ 

 

７ 

 

26 ①漢字および語句

の基礎的な練習 

 

②作文および小論

文の基礎的な知識

の習得 

①漢字および語

句の指導を行う。 

 

②作文および小

論文について、そ

の表現技術を学

ぶ。 

①レクチャーした上で、２時間に

１回、小テストを行い、その到達

度を見る。テキストに従って学習

させる。 

 

②作文および小論文に必要な基礎

的な知識をテキストに従って学習

させる。 

２ ９ 

 

 

10 

 

 

11 

 

 

12 

28 ①漢字および語句

の基礎的な練習 

 

②作文および小論

文の基礎的な知識

の習得 

 

③履歴書および手

紙の書き方の指導 

 

④ＳＰＩのトレー

ニング 

①漢字および語

句の指導を行う。 

 

②作文および小

論文について、そ

の表現技術を学

ぶ。 

 

③履歴書および

手紙を実際に書

かせる。 

 

④ＳＰＩの問題

を解かせる。 

①レクチャーした上で、２時間に

１回、小テストを行い、その到達

度を見る。テキストに従って学習

させる。 

 

②作文および小論文に必要な基礎

的な知識をテキストに従って学習

させる。 

 

③履歴書の書き方を実際に書かせ

ながら指導する。正式な手紙の書

き方を実際に書かせながら指導す

る。 

 

④就職試験のためにＳＰＩを実際

に解かせる。 

３ 

 

１ 

 

 

２ 

 

 

３ 

16 ①漢字および語句

の基礎的な練習 

 

②作文および小論

文の基礎的な知識

の習得 

①漢字および語

句の指導を行う。 

 

②作文および小

論文について、そ

の表現技術を学

ぶ。 

①レクチャーした上で、２時間に

１回、小テストを行い、その到達

度を見る。実際の文章の中で実力

を判定させる。 

 

②作文および小論文を実際に書か

せることで、自己の到達度を感じ

させる。 

 


